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ﾌ周年記念誌
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愛知県バドミントン協会
①

70周年の記念に制作した県協会旗(耒岡煕章会長寄贈）



創立70周年記念祝賀会(平成31年2月3日名古屋ﾏﾘｵｯﾄｱｿｼｱﾎﾃﾙ）

－_ I

手･‐

評
騨

’’’

末岡会長のあいさつ

1シ 信一〃

7画▲リ

一

一
一
一

釧県パドﾐﾝﾄﾝ協会創立

_ 仙棚l旧■．

｣県ハトニ

|’

瓢蟄≦
■

2

『

来寶祝辞日本協会関根副会長乾杯上原副会長 全国うまいもの抽選会
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圏知県ドﾐﾝﾄﾝ協会創立70周年
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記念品八寸升。ネクタイ中締め清水副会長
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創立70周年記念冠大会 第35回全日本シニアバドミントン選手権大会
（平成30年11月22日～25日）
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大変盛り上がった開会式・レセプション

～大会の風景～

スカイホール豊田－－

ウィングアリーナ刈谷（メイン会場）
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メディアス体育館ちた

メデイアス体育館おおぶ

西尾市総合体育館安城市体育館



小学生の活躍 〃仏
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梅田莉々子(岡崎ジュニア）

平成26年度

第23回全国小学生選手権大会

女子単5年生以下準優勝

。

久湊菜々(左） ・石田萌(はり－あっぷジュニア）

平成25年度第22回全国小学生選手権大会ｌ
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女子複4年生以下優勝

岩野滉也

(西尾ジュニア）

平成27年度

第24回全国小学生選手権大会

男子単5年生以下{臺勝

伊藤菜央加(右） ・岡本芽

(師勝ジュニア）

平成29年度

第26回全国小学生選手権大会

女子複4年生以下優勝

山本優愛(みかクラブ）

平成29年度

第26回全国小学生

選手権大会

女子単4年生以下優勝

山脇弘奨

(はり－あっぷジュニア）

平成28年度第17回

小学生ABC大会

男子単cグノトプ優勝

縣明日香(右） ・藤井詩

(はり－あっぷジュニア）

平成30年度

第27回全国小学生選手権大会

女子複4年生以下優勝

長束翔太(大里東スポ小）

平成30年度

第27回全国小学生選手権大会

男子単4年生以下準優勝



中学生･高校生の活躍
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峰歩美(右） ・與猶ぐるみ(岡崎城西高校）

平成21年度

第28回全日本ジユニア選手権大会

女子複優勝

峰歩美(岡崎城西高校）

平成21年度

第28回全日本ジュニア選手権大会

女子単優勝

新玉美郷(右） ・城口侵里花(名経大市邨高校）

①平成21年度

第60回全国高校選手権大会

女子複準優勝

②平成21年度

第37回全国高等学校選抜大会

女子複準優勝
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岡崎城西高等学校

平成21年度

第38回全国高等学校選抜大会

男子学校対抗準優勝

久湊菜々(はり－あっぷジュニア）

(右から1人目）

平成30年度

ジャカルタジュニア

インターナショナル2018U173位

小川由香(若園中学校）

平成21年度

第28回全日本ジユニア選手権大会

ジュニア新人の部女子単準優勝

』L

今
里

1一
Ｗ
》

色■

ド
り
り
皿
叩

呼
響

q召

－年

ー二 一

第19回日。韓。中ジュニア交流競技会

愛知。名古屋大会(平成23年8月22日中SC)

愛知県選抜チーム
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日本リーグ2009大府大会
(平成21年11月15日大府市民体育館）

第29回全日本ジュニア選手権大会
(平成22年9月17～20日大府市民体育館）
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第54回全日本社会人選手権大会
(平成23年9月9～15日一宮市総合体育館）

第62回全日本学生選手権大会
(平成23年10月14～20日愛知県体育館他）

第62回全日本実業団選手権大会
(平成24年6月13～17日ガイシホール他）

日本リーグ2014大府大会
(平成26年10月4日大府市民体育館）
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第59回全日本社会人選手権大会
(平成28年9月2～7日一宮市総合体育館）

第31回全日本シニア選手権大会
(平成26年11月21～24日WA刈谷他）

需…
第17回全国社会人クラブ対抗大会
(平成28年3月18～19日一宮市総合体育館）

第45回全国高校選抜大会
(平成28年3月22～26日スカイホール豊田他）
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JTBバドミントンS/Jリーグ刈谷大会2018
(平成30年12月23日刈谷市体育館）

第57回全日本教職員選手権大会
(平成30年8月11～15日一宮市総合体育館）
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さまざまな活動・ざまざまなシーン
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垣到聖 ﾐ理還 国体第33回東海ブロック大会

(平成24年8月18～19日大府市民体育館）

一

／~~界
ダ

ジュニア強化練習

(平成23年7月美浜少年自然の家）

平成23年度県スポレク開会式
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駆喋ぃ閻嶬 平成25年度県協会総会(3/24）Ⅲ
第30回県小学生大会表彰式

(平成24年7月大府市民体育館）

｢ヌサマハスリ｣のモハマド･イズワン氏を招いての講習会

(平成25年7月20～21日豊田織機体育館）
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AED講習会

(平成26年2月）
第31回全日本シニア大会

初日早朝の審判ミーティング

(平成26年11月）

第31回全日本シニア大会受付

(平成26年11月）

賛助会総会（平成27年3月）
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第35回全日本シニア大会受付
(平成30年1 1月）
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第35回全日本シニア大会WA刈谷準備（平成30年1 1月）
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愛知県バドミントン協会
且

会長末岡煕章

このたび愛知県バドミントン協会創立70周年を記念して「70周年記念誌」を発刊

する運びとなりました。この記念誌は平成21年度に発刊しました「60周年記念誌」

以降の10年間の活動を中心にまとめたものであります。

本会は戦後間もない昭和23年2月に設立し、ここに70年の歴史を刻むことができ

ました。これまでの間、競技面では各層において数多くの輝かしい成績を残し、また

組織運営面では各種全国大会の開催など多くの経験を積み上げる中で他県に秀でる組

織を作りあげてまいりました。この一つひとつの実績を残されました諸先輩の業績に

対しまして深く敬意を表するとともに、ご支援ご協力をいただきました公益財団法人

日本バドミントン協会をはじめとする関係の皆さまに厚く感謝申しあげる次第であり

ます。

現在、本会は8連盟で構成し、登録団体数は650チーム、会員数は13,500名を越える

全国有数の組織となりました。また、加盟市町村連盟も20市を数え、この10年でその

活動の幅も大きく広がってまいりました｡選手強化は勿論のこと、指導者の養成､講習

会の充実など総合的な視点から常に改善を図り、引き続き「強い愛知」の一層の推進

を図っているところでございます。

昨今の日本選手の国際的な活躍は多くのファンを魅了して止みません｡間近に控え

る東京202Oオリンピックでの活躍も大いに期待されるところであります。このことは

本会の活動にとりましても追い風であり、励みになっております。これを好機と捉え、

一層の躍進を誓いたいと思います。関係の皆さまには引き続きあたたかいご指導ご鞭

捷のほどをお願い申しあげます。

終わりに、本誌発刊に際しまして多大なるご尽力を賜りました関係各位に心より御

礼申しあげます。

－4－
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■創立から60年間のあゆみ

･設立昭和23年2月ll日 ・県協会結成記念大会を開催

第1回県選手権大会､第1回県新人大会を開催

･オープン種目に採用された第4回国体(東京都開催)に出場 ・県体育協会に加盟

正式種目となって最初の第5回国体が名古屋で開催され2種目に準優勝

第6回国体(広島県開催)で総合優勝

第9回国体(北海道開催)で総合優勝

伊勢湾台風(9月26日）により全競技が国体参加を自粛

･規約を全面改訂(登録制度の整備､専門委員会の設置等） ・県新人大会を年2回開催に

昭和22(1947)年度

昭和23(1948)年度

昭和24(1949)年度

昭和25(1950)年度

昭和26(1951)年度

昭和29(1954)年度

昭和34(1959)年度

昭和35(1960)年度

昭和36(1961)年度

昭和38(1963)年度

昭和40(1965)年度

昭和42(1967)年度

昭和44(1969)年度

昭和46(1971)年度

昭和47(1972)年度

昭和48(1973)年度

昭和51(1976)年度

昭和52(1977)年度

昭和53(1978)年度

昭和54(1979)年度

昭和55(1980)年度

昭和56(1981)年度

昭和57(1982)年度

昭和58(1983)年度

昭和62(1987)年度

平成2(1990)年度

平成6(1994)年度

平成8（1996)年度

平成9(1997)年度

平成10(1998)年度

平成11(1999)年度

平成12(2000)年度

平成13(2001)年度

平成14(2002)年度

平成15(2003)年度

平成16(2004)年度

平成17(2005)年度

平成18(2006)年度

平成19(2007)年度

平成20(2008)年度

創立15周年記念大会を開催

･国際交流資金積立金制度を新設 ・後藤鐸二会長就任

第1回県社会人大会を開催

会員登録数1,000人を超える

普及委員会を新設

･審判委員会を新設 ・後藤押二会長逝去

後藤淳会長就任

･広報委員会を新設 ・第1回日中大会を開催

第1回県選抜対抗戦を開催

創立30周年記念大会を開催

創立30周年記念事業として国際大会､全国大会等を開催

連盟組織へ移行(家庭婦人､実業団､社会人､教職員連盟設立）

選手強化委員会を新設

広報誌バドミントン愛知を発刊

県中小体育連盟バドミントン部発足

会員登録数5,000人を超える

創立40周年記念式典を開催

トマス､ユーバー杯を開催

わかしゃち(愛知)国体を大府市で開催

県小学生連盟設立

創立50周年記念事業として全日本総合選手権大会を開催

創立50周年記念事業として記念祝賀会､記念誌の発行､記念グッズを作製

後藤淳会長､県体育協会会長に就任

表彰制度､賛助会制度を制定

市町村連盟代表者会議が加盟5市で発足

名誉会長･顧問･参与に関する内規の策定

全日本総合選手権大会を名古屋市にて開催

会員登録者数10,000名を超える(10,350名）

ホームページアクセス数年間20万回を超える(203,322回）

広報紙｢バドミントン愛知｣100号を発行

小中高一貫指導体制によるジュニア強化の始動

創立60周年記念祝賀会を開催(平成21年2月7日）

－7 －



■平成21年度(2009年度）

･新体制で迎えた平成21年度

平成21年3月に開催された総会で役員の改選が行

われ、新会長に末岡煕章氏が、新副会長に上原

信彦前理事長が就任された◎後藤淳前会長は名

誉会長に就任された。

・第38回全国高等学校選抜入会

3月25～28日、埼玉県熊谷'liで開催された大会の

男子学校対抗で、愛知uIL勢では初となる準優勝

という素晴らしい成果をあげた。

全国社会人クラブ連盟理$f長就任

清水善勝副会長が6月20Hに神戸

市で開かれた連盟の総会で新理

事長に選出された。 日本協会加

盟に向け本会との連携を強める

ことになった。

後藤名誉会長 末岡会長 上原副会長

総会後の理事会で新理事長に山田順一郎氏が選
清水副会長

出され、 さらに新たに井上龍副理

事長、高橋久登競技委員長、渡邉

伸也審判委員長を迎え、 ここに新

体制がスタートした。

AED(自動体外式除細動器）講習会の開催

心肺停止による緊急時の対応が多くの会員にで

きるよう、胸部圧迫と人工呼吸による心肺蘇生

法とAEDの取り扱いを学ぶための第1回講習会

がスポーツドクター松井俊和氏、AEDインスト

ラクター中島義仁氏を講師に招き開催された。

山田理事長
･創立60周年記念事業

記念事業として前年度に開催された記念祝賀会

につづき、春季新人大会と県総合大会を記念大

会と銘打って開催し、入賞者に記念品の贈呈が 全国大会の開催

・日本リーグ2009大府大会

ll月15日、前年に引き続き、大府市民体育館に

約1,300名の観客を集め地元の東海興業チームの

参加のもと盛大に開催された。開会式では大府

市出身の濱島未来さんと大島利起さんに激励の

花束贈呈も行われた。

行われた。そして記念誌

(108頁、 1,000冊）が刊行

され、総会の場で会員に

配布された。 図1
』
Ｉ
Ⅱ
３
４
‐
Ｉ
Ｊ
Ｉ
，
ｊ
Ｉ
ｌ

60周年誌

､全国大会におけるジュニア選手の活躍

．第28回全日本ジユニア選手権大会

10月9～12日、烏取県米子市にて開催された大会

で、峰歩美さんがシングルス決勝で新進気鋭の

中学3年生奥原希望選手(長野県）を持ち前の粘

りで制し、 2年連続で優勝した。また與猶ぐるみ

さんとペアを組んだダブルスにおいても優勝し、

2冠に輝いた。

第2回全国トリプルス大会

1月16～17日、刈谷市にて3人でゲームを行う大

会が全国トリフ．ルス選手権大会実行委員会の主

催により、全国から378名の参加を得て開催され

た。大会は和気あいあいの雰囲気の中、熱戦が

繰り広げられた。

表彰

・愛知県教育表彰

・ 日本協会功労賞

・第60回全国高等学校選手権大会

8月2～7日大阪市で開催された大会で新玉美郷、

城口優里花組が女子複準優勝に輝いた。

油井秀男氏

上原信彦氏

－8－



、平成22年度(2010年度）

第65回国民体育大会で準優勝

10月1～4日、千葉県野田市で開催された大会で

少年女子が準優勝を成し遂げた。これは第42回

国民体育大会(沖縄）で成年女子が準優勝をして

以来23年ぶりの快挙であった。また、少年男子

も8位に入賞し、天皇杯5位、皇后杯4位の好成績

を収めた。

国体出場枠の見直し

平成18年度に国民体育大会の参加枠で16の参加

枠の一つが32の参加枠になったが、 8都県構成の

ブロックと4県構成のブロックからの参加枠数の

不均衡を本県が指摘し､見直しがなされた｡結果、

本年度からは32参加枠の種別は2年に1回は出場

枠が2から3に増えた。

第49回全日本教職員大会で優勝

8月5～8日鹿児島県薩摩川内市で開催された大会

で、三浦時央さんが一般男子シングルスで見事

優勝を果たした。

広報紙｢バドミントン愛知」入稿作業の改善

9月発行の114号より現行の完全データ入槁化

(DTP) を図り、印刷のみを業者に委託するこ

とで経費の削減と編集作業の簡素化が実現した。国体での表彰状

全国大会の開催

．第29回全日本ジュニア選手権大会

9月17～20日、大府市民体育館、東海市民体育館

を会場に、全国から532名のジュニア選手の精鋭

を集め開催された。県勢の活躍は男子ダブルス

でベスト8入りが最高位であったが、大会は開催

地の協力もあり成功裏に終了した。

県総合選手権大会に新優勝杯

かねてから老朽化が進み破損個所が多くみられ

た優勝杯であったが、後藤淳名誉会長のご厚志

により、男女のシングルス、ダ

ブルスそして混合ダブルスの各

種目の優勝杯(持ち回り）が新調

された。真新しい優勝杯は本年

度大会より優勝者に渡されるこ

とになった。
第63回中部日本選手権大会

11月13～14日、 ウイングアリーナ刈谷、刈谷市

体育館を会場に、中部9県から選手550名の参加

を得て開催された。愛知県勢は大活躍し一般の

部で男女シングルス、ダブルスで優勝を総なめ

にした。また少年の部では男子シングルスで優

勝を収めた。

新優勝杯

本会資料のアーカイブス化

50年誌、 60周年記念誌を発刊する際に取集した

本会創立時から平成20年度までの会議資料や大

会要項、成績表、役員名簿、広報紙｢バドミント

ン愛知」 （創刊から平成20年度の108号まで）な

と≦の重要紙媒体資料をデジタル文書化(PDF)

し保管(アーカイブ、ス化） した。この事業は伊藤

鑛一前副会長からのご厚志により実現した。

油井秀男副会長愛知県知事賞を受賞

11月、多年にわたるスポーツ振興への貢献が認

められ表彰された。その祝賀会を1月22FI 、名鉄

グランドホテルで開催した。会員登録数11,000名を超える

会員登録数が10.000名を超えた平成16年度から6

年が経過した今年度に11,000名を超えた。
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■平成23年度(2011年度）

･東日本大震災義損金

3月11日に発生した東日本大震災に対し義損金の

拠出が行われた。内訳は本会計から100万円、各

種会議、大会では募金箱を置き募金活動を行い、

集まった募金7万余円を関係先に拠出した。

・第62回全日本学生選手権大会の開催

10月14～20日、

愛知県体育館

他で開催され、

中部学生連盟

の精力的な準

備・活動もあ

り大会は無事
62回全日本学生選手権大会

終了した。

･県内レフェリー制度の導入

県内大会における競技規則の統一と大会の公正

さを図り、審判員の指導、管理を目的として制

度が導入された。ルールの最終決断者であるレ

フェリーが大会に常駐することによりスムーズ

な大会運営を展開できることになった。

・第12回全日本中学生選手権大会の開催

3月27～29日、大府市民体育館、東海市民体育館

を会場に開催された大会は、ジュニア選手の若

さあふれる熱戦が繰り広げられた。

愛知県Aチームは堂々の3位入賞を果たした。

･平成23～25年度の公認審判員資格審査認定委員検定会

検定会は5月の東京都につづき8月に名古屋市で

開催され、本会から更新者6名と新規資格取得者

1名が参加、受験合格し、本県の認定委員数は7

名となった。

国民体育大会へふるさと選手の起用

10月7～10日山口県光市で開催された第66回国民

体育大会に野尻野匡代さん、打田しづかさんを

本県初となるふるさと選手として招聰し、万全の

態勢で臨んだが、ベスト8入りは果たせなかった。

第12回全日本中学生選手権大会

･第12回全国社会人クラブ対抗大会の開催

3月17～18日、パークアリーナ小牧、名古屋市枇

杷島SCにて22都府県から85チーム(548名）の参

加を得て開催された。

国内大会の開催

。第19回日韓中ジユニア交流競技会の開催

8月22日、中SCにおいて開催し、愛知県選抜チ

ームが出場した。 レベルの高い競技は選抜チー

ムにとって大変貴重な経験となった。

・第54回全日本社会人選手権大会の開催

9月9～15日、新装なった一宮市総合体育館にて

･渡邊成雄副会長逝去

昭和35年より22年間にわたり理事長を務められ、

現在のバドミントン愛知の礎を築かれ、貢献さ

れたが、 12月10日に逝去された。

開催された大会に

は1,100余名の選手

が参加し熱戦が繰

り広げられた。

本県選手はベスト16

入りにとどまった。

青山敏郎顧問逝去

昭和35年より県協会役員となり、昭和62年より

副会長を務められ、県社会人クラブ連盟の設立

に貢献されたが、 4月23日に逝去された。

第54回全日本社会人選手権大会

- 10-



■平成24年度(2012年度）

子44チーム）の監督、選手併せて約2,200名が参

加し、活気あふれる大会となった。愛知県勢は

男子のジェイテクトがベスト8入りと大健闘し

第67回国民体育大会で少年男子5位入賞

10月5～8日、岐阜県池田町にて開催された大会

で少年男子はベスト8の好成績を残した。しかし、

8月に大府市で開催された東海ブロック大会で全

種別に出場を決め本国体に臨んだが他の種別は

結果を残すことができなかった。

た。

規定集2012年度版の発刊

平成22～23年度の間に本会の規約、賛助会規定、

実業団、社会人クラブ、教職員、 レディースの

各連盟規約の改正が実施されたこ

とにより、規定集冊子の改訂版が 鰯“、
i 、、

発刊された。この発刊は1997年度 ’
’ －． －－

版が発刊されて以来15年ぶりの発一

刊となった。 2012年度版規定集

第62回全日本実業団選手権大会

公式サイト上に新コーナーの開設

本会加盟の市町村連盟数が12市となり、広報紙

「バドミントン愛知」の紙面上で市町村だよりの

記事を扱うには手狭になってきたため、公式サ

イト上に｢市町村だより」のコーナーを開設した。

これにより加盟市町村連盟からのニュースをき

め細かく案内できるようになった。

第51回全日本教職員選手権大会で優勝

8月9～13日、長野県長野市で開催された大会で

教職員選抜チーム

…｡職
優勝を達成した。

また、都道府県別

総合優勝制度の部

門においても準優

勝に輝いた。 全日本教職員選手権選抜チーム

油井秀男副会長、旭日双光章を受章

体育振興、 とりわけバドミントン競技の振興に

寄与された功労で秋の叙勲において受賞された。

本会ではこの栄誉に対し2月16日、名鉄ニユーグ

ランドホテルにおいて祝賀会を開催した。会には

来賓として久野大府市長をはじめ15名、バドミン

トン関係者140名が出席し、盛大に催された。

【
■
即

蕊
ｉ
『
ｉ

●

ｍ

ｌ
Ｉ
《

ｉ

」Ｌ

全国大会でのメダルの獲得

既述の全日本教職員大会で団体優勝という輝か

しい成績を残したほか同大会の個人戦、全日本

シニア選手権大会、全日本レディース選手権大

会、全国小学生選手権大会での優勝を含め、 28

個のメダルを獲得した。

第62回全H本実業団選手権大会の開催

6月13～171 1 ， 11本ガイシスポーツう°ラザガイ

シホール、名古屋市稲永SCを会場に本県では8

年ぶりの大会開催となった。

大会には全国から211チーム(男子167チーム、女

油井副会長叙勲祝賀会

表彰

・中部｢|本連盟功労賞 上原信彦氏

清水善勝氏
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■平成25年度(2013年度）

第1回市町村対抗小学生交流大会の開催

学年別、男女別の8種目に本会加盟の市町村連盟

代表チーム40チームが参加し、 2月15日に名古屋

市において第1回大会が開催された。

この大会は一人でも多くの参加者に賞状とメダ

ルを贈呈することにより小学生プレーヤーに少

しでもバドミントンに興味を持ってもらい同時

に競技力の向上につなげたいという目的で開催

することになった。また、併せて市町村連盟加

盟の促進にもつながる事業として取り組まれて

いる。

チーム「ヌサマハスリ」のモハマド・イズワン氏

を招聰し開催した。参加者はマレーシアスタイ

ルのジュニア指導法を学んだ。

←

鵜
｡新副会長の誕生

3月24日の総会で役員改選が

行われ、平成13年から12年間

本会副会長としてご尽力され

てきた油井秀男氏が副会長を

退任され顧問に就任された。

それに伴い新副会長には山本

卓男氏が就任した。

ジュニア指導者講習会

第10回目を迎えた県シニア交流大会

大会を開催する加盟市町村連盟におけるバドミ

ントンの普及と発展に少しでも役立つことを目

標として平成16年度にスタートした大会である

が、本年で10回目を迎え2月16日、知多市におい

て地元の協力のもと盛大に開催された。スター

ト当時の大会開催趣旨はしっかりと根付きその

役割の重要性が年毎に増してきた。

山本副会長

･基盤強化対策事業がスタート

年度当初に各専門委員会は事業目標を挙げ委員

会活動をスタートさせるが、事業目標として挙

げるにはマクロ的、 ミクロ的と思われる目標、

要望、問題点に対し実現の方策や解決策を探求

していく活動がスタートした。本年度から検討

が始まった基盤強化対策事業は以下のものが挙
げられる。

＊県内大会にトレーナー派遣の実施

＊大会表彰規程の見直し

＊国体県内予選会の見直し

.全国大会でのメダルの獲得

第22回全国小学生選手権大会において久湊菜々、

石田萌組が女子ダブルス4年生以下の部において

優勝したのをはじめに同大会の個人戦や全日本

シニア選手権大会、全日本教職員選手権大会、

全日本レデイース大会での優勝を含め27のメダ

ル獲得を成し遂げた。

表彰

・愛知県教育表彰 上原信彦氏

ジュニア指導者講習会

継続事業となっている講習会であるが7月20～21

日、大府市にて開催された講習会では3度目とな

る外国人講師、マレーシア・プロバドミントン

-- 12-



「平成26年度(2014年度）

尽くされ、一流

選手の素晴らし

いプレーに酔い

しれた。

会員登録者数12,000名を超える

11,000名を超えた平成22年度から4年後の本年度

は登録者数が12,142名となった。登録者総数で

は全国で5番目であったが、一般の登録者数は

4,698名で全国トップ°であった。

霊

第1回中学生チャレンジ大会の開催

12月12日、刈谷市において男子126名、女子187

名の参加を得て種別はシングルスのみで開催さ

れた。この大会は部活に入っているが公式大会

参加のチャンスに恵まれない部員に一人でも多

く実戦経験の機会を持ってもらえるよう企画開

催された大会であり、中学生の会員登録の増加

にもつながる大会として大いに期待される。

日本リーグ2014大府

・第65回全日本学生選手権大会の開催

3年ごとに開催主管が中部学連の担当になる大会

で、本年度は10月

24～30日、一宮市

総合体育館におい

て開催され、一宮

市、本会役員の協

力体制のもと大会

は無事終了した。

全国大会の開催

・第31回全日本シニア選手権大会の開催

11月21～24日､刈谷市､名古屋市､大府市､知多市、

安城市の5市6会場(コート数83面） を舞台に出場

選手総数3,236名、競技役員数延べ約1,500名を動

員し開催された。開会式、 レセプションには綿

貫日本協会会長も出席され、華を添えていただ

いた。愛知県勢は

40歳混合ダブルス、

60歳男子シングル

スでの優勝をはじ

め3種別で準優勝、

4種別で3位入賞と

輝かしい成果を挙
第311ml全日本シニア選手権大会

げた。

第65回全日本学生選手権大会

・第7回全国社会人クラブ大会(個人戦）の開催

6月21～22日、スカイホール豊田で開催され、 22

都府県から847名の選手が参加し、成功裏に大会

は終了した。

上原信彦副会長愛知県知事賞を受賞

11月、多年にわたるスポーツ振興への貢献が認

められ表彰された｡祝賀会を1月24日、名鉄ニュー

グランドホテルで開催した。

山田順一郎理事長BWF功労賞を受賞

11月、BWF理事(8年間)、国際審判員(13年間)、

国際レフェリー(10年間） としてBWF事業に参
｡ l l本リーグ2014大府大会の開催

10月4日、わかしゃち国体20周年記念として大府

市民体育館で開催された。対戦カードは男子が

NTT東H本VS丸杉、女子が日本ユニシスVS岐

阜トリッキーパンダースの好カードで日本ユニ

シスからは高橋、松友組、NTT東R本からは桃

田選手が出場し、会場は1,500入超の観客で埋め

画し、貢献して

きたことが認め

られ表彰された。
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■平成27年度(2015年度）

､與猶ぐるみ選手、世界選手権で銅メタル

本県出身の與猶さんは、 8月10～16日、 インドネ

シア．ジャカルタで開催された世界選手権で福

万尚子選手とダブルスを組み堂々の3位入賞を果

たした。愛知県初のバドミントンオリンピック

選手誕生かと思われましたが、その夢はかなわ

なかった。翌年の第59回全日本社会人選手権大

会開催時に記念品を贈呈し、栄誉をたたえた。

'－ ‐可

･全国大会でのメダルの獲得

第16回全国小学生ABC大会2年生以下女子ダブ

ルス、第24回全国小学生選手権大会5年生以下男

子シングルスで優勝するなど小学生ジュニア選

手の活躍が目立った。他にも日本スポーツマス

ターズ大会、全日本シニア選手権大会、全日本

教職員選手権大会、全日本レデイース選手権大

会においても優勝などの活躍でトータル29のメ

ダルを獲得することができた。

井上龍副理事長、A級レフェリー資格取得

平成26～27年度にかけて開催された日本協会A

級レフェリー資格検定会に本会の井上副理事長

が参加し、国内レフェリーの最高資格であるA

級レフェリーを取得した。

.=。白白 ｗ
郡
吻
７
画■

與猶ぐるみ選手

上原信彦副会長、旭日双光章を受章

スポーツ界、 とりわけバドミントン競技の振興

に寄与された功績により、秋の叙勲において受

章された。本会ではこの栄誉に対し2月28日、名

古屋マリオットアソシアホテルにおいて祝賀会

を開催した。会には来賓として綿貫日本協会会

長をはじめ来賓27名、バドミントン関係者142名

が出席し、盛大に催された。

オール愛知強化練習会のスタート

社会人、学生、ジュニアの県内トッププレー

ヤーが一堂に会し、愛知トッププレーヤーとし

ての一体感、 「チーム愛知」の気持で競技力の向

上を目指すことを期してスタートした。第1回目

は8月9日、刈谷市で開催された。

･登録サポートシステムの始動

日本協会の新しい会員登録システムである登録

サポートシステムが開始されたことにより、会

員番号が永久番号制になり、会員登録を行った

者には会員カードが配布された。このシステム

により会員のデータ管理ができるようになり各
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きの事務の効率化と

会員登録数の増加が

期待される。

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｊ
Ｈ
ｄ
４

■
一
ヨ

７

’ ‐ ア 7

.塾

上原副会長叙勲祝賀会
会員カード

第70回国民体育大会で少年男子5位入賞

10月2～5日、和歌山県岩出市で開催された大会

で少年男子は準々決勝において愛媛県と大接戦

の末惜敗したが、見事5位入賞を果たした。

･表彰

・愛知県教育表彰 山田順一郎氏

・ 日体協公認スポーツ指導者等表彰

武田正雄氏
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■平成28年度(2016年度）

熊本地震義損金の協力

熊本地震災害への義損金の協力を愛知県体育協

会をとおして行った。

･全国大会の開催

・第59回全日本社会人選手権大会

9月2～7日、一宮市総合体育館において全国から

社会人の精鋭1,049名が参加し、男女シングルス、

ダブルス、混合ダブルス計5種目で覇を争った。

8月に開催されたリオデジャネイロオリンピック

の日本代表選手3名が参戦したこともあって、多

くの観客が会場

睡蓮
を埋め、熱い声

援を送るという

大変華やかで活

気のある大会と

なった。
全日本社会人選手権開会式

大会エントリー、受付の効率化

県内の全大会のエントリーをメールによるデー

タでの受付に一本化することにより、参加者の

確認、組合せデータの作成、領収書の作成、大

会う．pグラム作成などの作業工数が大幅に削減

され、業務の軽減化に成功した。

会員登録者数、 13,000名を超える

会員登録システムの導入により会員登録管理が

効率化され、 2年前に12,000名を超えた登録者数

がこの2年で1,200名増加し13,336名になった。

・第17回全国社会人クラブ対抗大会

3月18～19日、一宮市総合体育館にて開催、全国

から700余名の選手の参加のもと、無事大会を終

了した。

･全国大会における活躍

・第34回全日本レデイース選手権大会

7月28～31日、高知市で開催された大会の都道府

県対抗の部で本県代表チームが昨年の準優勝の

雪辱を果たし、 12年ぶりの優勝を成し遂げた。 。第45回全国高等学校選抜大会

3月22～26日、スカイホール豊田、岡崎中央総合

公園体育館で開催された大会は45回記念大会と

いうことで団体戦においては全ての都道府県に

参加資格が与えられ、例年より一回り規模の大

きな大会となった。

。第25回全国小学生選手権大会

12月23～27日滋賀県大津市で開催された大会の

男子団体戦で本県代表チームが男子として初優

勝した。これは第13回大会で女子が全国制覇し

たのに続き2度目の快挙となった。
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全国小学生選手権大会代表チーム

・日本スポーツマスターズ2016競技会

9月24～26日、秋田県美郷町で開催された競技会

女子団体で全国制覇という輝かしい成績を収め

た。

愛知代表チーム(名経大市邨高校）

表彰

・愛知県体育協会スポーツ栄光賞

小学生愛知県チーム
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■平成29年度(2017年度）

加盟市町村連盟数が20市の大台に

豊橋市、江南市、碧南市の新規加盟を得て、加

盟市町村数は20になった。今後も本会と市町村

連盟とのさらなる連携の強化が期待される。

公式サイト（ホー

「Q&Aコーナー」

一新など、 より

ホームページの

さらなる充実と

会員へのサービ

スの強化を行っ

た。

ト（ホームベージ）の充実

一ナー」の新設や｢問い合わせ画面」の

、 より読みやすい画面表示へ改善し、

,規定集2017年度版の発刊

平成25～29年度の4年間に、登録規定、表彰規定、

賛助会規定細則、実業団、教職員、小学生の各

連盟規約、実業団、社会人クラブ、 レディース、

教職員、小学生の各連盟の登録規定の改正が実

2017年度版規定集

･平成29～31年度の公認審判員資格審査認定委員検定会

検定会は4月の名古屋市につづき5月に東京都で

開催され、本会から更新者9名と新規資格取得者

2名が名古屋市で受講、受験し、 2名の受験者は

合格し、本県の認定委員数は11名となった。認

定委員の増員により実技検定作業における認定

委員の負担が軽減されることになった。
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･全国大会でのメダルの挫得

第26回全国小学生大会の4年生以下クラスで女子

はシングルスとダフ．ルスで優勝、男子もシング

ルスで準優勝、ダブルスで3位となる好成績を残

した｡他に全日本シニア大会､全日本教職員大会、

全日本レデイース大会(個人戦）若葉カップ全国

小学生大会で健闘し、優勝を含め25のメダルを

獲得した。

第68回全日本学生選手権大会の開催

9月20～26日、 3年前に開催された同じ会場の一

宮総合体育館に575名の選手が会し、開催された。

同会場で2度目の開催ということもあり、円滑な

日本バドミントンリーグ2017優勝

11月16～19日、旧称、 2部リーグで親しまれてき

た大会が福井県勝山市で開催され、ジェイテク

トチームはチームー丸となって3日間で7試合(8

大会運営がなさ

れ、成功裏に終

了した。

チーム総当たり）の激

戦を戦い抜き、 7戦全勝

で優勝し念願のS/J

リーグ入りを果たした。

第68回全日本学生選手権大会

表彰

・ 日本協会功労賞 山田順一郎氏

・中部日本連盟功労賞 山本卓男氏

大野敏子氏

・ 日体協公認スポーツ指導者等表彰

lll粂登志郎氏

中I I 直人氏

ジェイテクトチーム

･愛知県ジュニア強化指定選手

愛知県教育委員会の｢2020年東京オリンピック・

パラリンピックあいち選手強化本部｣は久湊菜々

選手を強化指定選手として認証した。これによ

り県教育委員会より強化に関する支援を受ける

ことになった。
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F平成30年度(2018年度）

・第57回全日本教職員大会

8月11～15日、一宮市総合体育館を会場に41都道

府県から632名の選手が参加し、開催された。愛

知県勢の成績は一般女子団体と成壮年男子団体

で初優勝し、その他の種別でも活躍して都道府

県別総合優勝制度においても優勝という素晴ら

しい結果を残した。

創立70周年記念事業

創立70周年を迎えたことを記念して、全日本シ

ニア大会の開催、祝賀会の開催そして本年度進

行中の70年誌の発刊、県内大会における啓蒙活

動の4つの事業を展開することになった。

・第35回全日本シニア選手権大会の開催

11月22～25日の会期で刈谷市、豊田市、大府市、
バドミントンS/JリーグⅡで優勝

東海興業チームは11月15～18日、茨城県石岡市

で開催されたS/JリーグⅡで優勝し、 2月24日に

開催された入れ替え戦でトリッキーパンダース

を2－1で下し、見事S/Jリーグ入りを果たした。

ジェイテクトチームと併せて本県は2つのS/J

リーグチームを擁することになった。

知多市、安城市、西

尾市の6市の協力のも

と9会場（コート数130

面） に選手3,913名、

競技役員延べ約1,400

名が参加し開催され

た。

安城市スポーツセンター

･全国大会でのメダルの獲得

第57回全日本教職員選手権大会での活躍や第27

回全国小学生選手権大会4年生以下女子ダブルス

で優勝、全日本シニア大会では9種目において優

勝、第69回全国高等学校選手権大会女子団体で3

位になるほか第48回全国中学校総体、第34回若

葉カップ、全日本レディース(個人戦）などの大

会で健闘し43個のメダルを獲得した。

・記念祝賀会の開催

2月3日、名古屋マリ

オットアソシアホテ

ルにて来賓に関根日

本協会副会長、村木

県体協事務長をはじ

め160名の参加のもと

盛大に、華やかに開

催された。
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記念祝賀会

末岡煕章会長旭日中綬章受章

末岡会長は秋の叙勲で私学振興功労によI)受章

された。祝賀会は1月26日、名鉄グランドホテル

で開催した。

･5名のジュニアナショナルメンバーの輩出

本県からU16に1名、U13に4名の計5名のジユニ

ア選手が日本協会のジュニアナショナルメン

バーとして選考された。

｡後藤淳名誉会長逝去

昭和47年に第5代会長として就任以来、本会の

発展に多大なる実績をあげられ、平成2()年に勇

退後も引き続き名誉会長としてご指導いただい

たが6月l｢1逝去された。

全国大会の開催

｡JTBバドミントンS/Jリーグ2018刈谷大会

12月23FI 、刈谷市体育館で開催された。

ジェイテクトチームがS/Jリーグ昇格後初めて

のホームゲームとあって、会場には約2,000名の

観客が集まり超満員の中、熱い視線と歓声の中

で試合が始まった。試合はトリッキーパンダー

スを相手に2－1と勝利した。

表彰

・愛知県体育協会特別功労賞

・愛知県知事表彰

末岡煕章氏

l 1 1 1Ⅱ順一郎氏
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■総務委員会

1．機関および加盟団体について

本会の機関として総会(3月開催）及び理事会、

常務理事会を年各5～6回開催し、事業計画の確実

な執行と情報の共有化を図り、効率的な会議運営

を行っている。

本会の加盟団体は実業団連盟始め8連盟および加

盟市町村連盟(協会）から構成されており、加盟市

町村連盟(協会）は平成13年度の5市加盟から平成

29年度末には20市の加盟となり、更に加盟推進に

努力している。

2会員登録について

平成29年度末の会員登録数は13,852名となり、

10年前と比較すると約40%拡大している。

その内訳として高校生の登録はその半数を占め、

一般会員登録(実業団・社会人クラブ・レデイース・

教職員） も全国的にはトップレベルの会員登録数

であり、毎年微増ながらも拡大している。

一方、中．小学生は全国的には中学生は32番目、

小学生は10番目となっている。

中学生の登録は大会の日程や会場等の都合上、

大会への出場人数を制限せざるを得ず、結果とし

て会員登録をしない生徒が存在していたが、生徒

の大会出場機会の拡大と競技レベルの向上を狙い

平成26年度から部活動をしている生徒がだれでも

参加できるチャレンジ大会を新たに開催した。こ

れを機に中学生の大会参加数は拡大し、県協会へ

の登録も拡大してきた。今後は部活動以外の各地

域で活動している生徒の調査を行い、会員登録の

拡大に繋げていきたい。

小学生の登録はこの10年間で約100名程の会員増

にとどまっている。

加盟市町村連盟(協会）の加盟市は20市に拡大し

てきている。平成25年度から市町村対抗小学生交

流大会を開催しており、会員拡大に繋がるよう期

待している。

3．賛助会制度の充実

本会の活動支援と会員相互の交流を図る趣旨で、

平成12年度から始まった賛助会制度も平成30年度

末には会員数63名となった。今後も役員経験者．

協力者に募集を働きかけ、更なる拡大を図ってい

きたい。

全国大会で活躍したジュニア選手には賛助会か

ら奨励賞が贈られ、選手たちの励みになっている。

本県のジュニア強化推進に賛助会とし今後もバッ

クアップしていくよう推進していく。

4．表彰及び祝賀会の開催

毎年定期総会の場において、本会表彰規定によ

り各組織の運営に携わる役員の長年の功労、ある

いは全国大会において優秀な成績を収めた選手や

指導者に対して表彰を実施している。

また、叙勲、知事表彰等もこの10年間に多数受

賞され、盛大な祝賀会も開催してきた。

5． 了0周年記念事業の開催

（1）祝賀会の開催

平成31年2月3日（日）に名古屋マリオットアソシ

アホテルにおいて創立70周年記念祝賀会を開催し

た。公益財団法人日本バドミントン協会関根副会

長、公益財団法人愛知県体育協会村木理事長をは

じめ多くの来賓にご臨席いただき総勢160名余が出

席した。平成21年度からの10年間の歩みを振り返

り、本会への支援･協力に感謝し、出席者との歓談、

親睦を深める盛大な場とすることができた。

（2）各層大会での周知

本会主管大会をはじめ、加盟団体主管の各種大

会において70周年を祝しての抽選会を行うなど、

会員に対して幅広く記念事業を実施した。
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■広報委員会

平成9年に広報媒体を広報誌と公式サイトの二本

立てとしてから20年が過ぎた。この間、その使い分

けを進めて来たが、特にこの10年間のIT技術の急

速な進歩と、急増する利用者数や様々な通信機器

に配慮しつつ､広報誌(紙媒体)とインターネット(電

子記録媒体）の夫々の特性を生かした情報発信に

努めてきた。

2．公式サイト(ホームページ）

電子媒体の特性を最大限に生かすべく、大会要

項や試合結果を出来るだけ速やかに配信するよう

努めてきた。平成24年からはFaceBookやTwitter

を使っての情報発信を開始した。平成24年の日本リ

ーグ大府大会ではプレーの様子を初めてインター

ネットを通じ'ノアルタイムで配信した。また県協

会が主管した主要全国大会では競技委員会の協力

を得て最終日の試合結果を会場から随時発信して

いる。

一方でサイト訪問者にとって見やすく、検索し

やすい画面構成と掲載内容の充実に取り組み、問

い合わせの多い質問を｢FAQ」にまとめ掲載するこ

とで読者の要望に応えるように取り組んだ。また、

近年におけるスポーツ団体の公益性についての市

民意識の高まりを受け、 「協会規約」を掲載するこ

ととした。

この結果、平成20年には約27万回であった年間ア

クセス数がこの10年で飛躍的に増え、平成30年度に

初めて100万回を超え、約120万回(平均アクセス数

3,300回／日） となった。

1．広報誌｢バドミントン愛知」

読者にとって見やすく、親しみやすい紙面づく

りと多くの人々の興味を引きそうな話題を取り上

げるよう一貫して追求してきた。掲載中の｢審判連

載」に加え、パーソナルトレーナー小嶋和寿氏の

コラム「コンディショニングをしよう」の連載

(H24/1～H26/3月号)やジュニア層の活躍ぶりを｢明

日に駆ける」と題して平成27年7月号から継続的に

掲載してきた。またその折々の旬の題材を極力取

り上げ、 「世界シニア大会」 （出場選手の寄稿)、 「ね

んりんビック観戦記｣､｢スペシャルオリンピックス」

なども掲載した。

一方、紙媒体の特性を意識し、新人戦や県総合

他の県協会主催大会の決勝戦等の記事では試合の

臨場感をいかにして読者に伝えるかを大切にして、

点数の動きやプレーの様子だけでなく、優勝者へ

のインタビユーで選手の大会にかける思いやプレ

ー中の心理状態を聞き出し、観戦記として取り上

げて来た。

また、従来通り県協会の活動を記録する媒体と

しての役割も意識し、その時々の主な行事や活動

を伝えてきた。特に平成23年7月号からは｢協会だ

より」を｢理事長通信」に格上げし理事長の思いや

県協会の運営方針、 さらには世界(BWF)や日本バ

ドミントン協会の動きを伝えている。

3．報道機関への対応

平成30年6月に日本バドミントン協会がメデイア

ポリシーを制定し、S/Jリーグ2018刈谷大会では報

道機関の撮影許可申請は日本バドミントン協会が

受付窓口となった。併せて一般観客の撮影につい

ても一部が申請許可制(動画・静止画） となり、初

めて同大会会場に申請窓口を設置した。

4．インタビューボードの作製

県内大会の優勝者や全国大会の入賞者等に敬意

を表し、第35回全日本シニア大会(平成30年ll月開

催）を機にインタビューボードを作製し、使用を

開始した。
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■競技委員会

ことができ、作業工程の大幅な改善を行なった。

また、平成20年度より採用していた大会運営ソ

フト「アサミ」を引き続き使用し、組合せ業務・タ

イムテーブル作成・スコアシート作成・賞状印刷・

広報委員会への結果報告をスムーズに実施し作業

時間の短縮と競技役員の負担軽減を図った。

3．県内大会発展への取り組み

県のNulを決める県総合選手権大会は平成29度ま

で本選出場者は男女単32名・男女複16組・混合複4

組であったが、 30年度から男女単を16名と変更し

た。背景として大会出場の価値向上と選手の負担

軽減がある。

国体予選成人の部では平成25年度まで男女単の

みの予選会であったがダブルスの重要性が高まり、

平成26年度からは男女単複の予選会に変更した。

県社会人選手権大会年齢別種目では平成8年度ま

で男女単複30歳以上～60歳以上の10歳刻み全16種

目であったが、 より全日本シニア選手権大会の予

選に近づけるために平成29年度からは男女単複・

混合複の30歳以上～70歳以上の5歳刻み全45種目に

変更した。

県シニア交流大会は従来1月中旬に行っていたが

同時期の県社会人選手権大会年齢別の部と種目が

重なるため、平成30年度からは4月下旬開催に変更

した。また、参加資格も前年優勝・準優勝者は同

種目へ出場できないこととした。

平成25年度からは新大会として市町村対抗小学

生交流大会を毎年開催している。小学生へのさら

なるバドミントン普及を主旨とした大会で、 3年生

以下の部から6年生以下の部までそれぞれ男女で上

級者の部と初級の部を併設し全16種目で各レベル

の選手が楽しめる大会をとなっている。参加資格

は市町村連盟加盟団体であり、あわせて市町村連

盟への新規加入への一翼を果たしている。

1．全国大会･中部日本大会運営への取り組み

毎年行われた全国大会を円滑に運営した。

平成22年度：第29回全日本ジユニア

第63回中部日本

平成23年度：第54回全日本社会人・第19回日･韓

中ジュニア交流競技会・第62回全

日本学生（支援） ・第12回全日本中

学生（中体連へ協力）

平成24年度：第62回全日本実業団（支援）

平成26年度：第65回全日本学生（支援）

第31回全日本シニア

平成28年度：第59回全日本社会人・第45回全国

高等学校選抜（支援）

平成29年度：第68回全日本学生（支援）

平成30年度：第57回全日本教職員（支援） ・第35

回全日本シニア

中でも第35回全日本シニア選手権大会では、9会

場をインターネットで接続し、ネットワーク化し

て試合結果の共有を行い、迅速な結果速報を行っ

た。これら全国大会運営の技術は県内大会でも生

かされており、今後はより進化していかなければ

ならないと考えている。

またS/Jリーグ(旧日本リーグ）の開催も平成

21年度大府大会、平成26年度大府大会、平成30年

度刈谷大会を開催し成功を収めた。

2大会運営事務のIT化

総務委員会と協業している大会への申込受付業

務は平成27年度まで郵送で受付けていたが、手書

きの申込書をデータ化するのに膨大な時間を要し、

業務のネックとなっていた。そこで平成28年度か

らは集約に特化した申込専用ファイルを開発した。

出場希望選手は申込ファイルに記入しメールで送

付するという形式に変更した。これにより申込集

約から選手名簿の作成・組合せ業務・プログラム作

成及び大会参加費領収書の作成までを連動化する
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■審判委員会

平成21年度以降の主なトピックスとしては、平

成26年度に完全実施となった全日本社会人、全日

本シニアに出場する競技者が公認審判員の有資格

者であることに参加資格が変更になったことであ

る。このことにより、審判資格の取得希望者が急

増し、県協会の加盟連盟、市町村連盟単位での審

判検定会が愛知県内各地で開催された。また、試

合の統括的な運営責任者として、県内大会にもレ

フェ1ノー制度を導入したこともこの10年間の取り

組みの一つである。

県に1名配置を原則とする公認B級レフェ'ノーを各

1名有しており、独自の取組みとして、県内大会に

おいても平成23年度よりレフェ1ノー制度の運用を

開始した。

県協会の主要大会のみならず、加盟連盟の大会

においても競技規則の統一と大会の公正さを図る

ことのできるよう1級、 2級有資格者を中心に、県

内レフエ'ノー講習会を実施した。

毎年のように、全国レベルの大会が誘致され、

特に県協会加盟の各連盟より審判員・補助員が動

員された全日本シニア(平成26.30年度開催）では、

多くの会場で開催され、会場ごとに行なわれる審

判会議や大会運営において、県内レフエ!ノー講習

会の受講者が日本協会から大会に派遣きれるレフ

エ'ノーと同様なレベルで、その役割を担うことが

できた。

1．大会参加資格としての公認審判員資格

この10年間で、公認審判員有資格が、全日本社

会人、全日本シニアや全国7連盟(現8連盟）主催の

1種大会への参加要件となったり、小学生連盟での

大会において、コーチ席に入るには、審判員資格

を有していることが求められるなど、その位置づ

けに対して、変化が見られるようになった。

これらの変化に対応すべく、 3年に1度実施され

る公認審判員資格審査認定委員(以下、認定委員）

の資格試験で、平成23年度1名、平成26年度3名、

平成29年度に2名が合格し、合計10名となって各種

検定会実施体制の増強を図った。その結果、この

10年間での公認審判員資格取得者は大幅に増加し

た。ただ、資格取得者の内、 3級の資格更新は80％

未満となっている。

＜公認審判員資格取得者数＞

3．その他

平成28年度開催の全日本社会人では、直前に開

催された'ノオデジャネイロ五輪に出場した選手や

東京五輪を目指す選手が参加したこともあり、持

てる審判スキルをあますところなく発揮する機会

を得た。この場を経験した多くの審判員がSNSな

どで、その経験の尊さや業務遂行できたことによ

る自信を語っていたのも印象的である。

国際的に活躍できる人材の育成・発掘は、残念

ながら満足できる活動とはならず、アジア競技大

会の愛知県開催に向けて、今後も継続して活動し

ていかなければならない。

最後に、今後も審判委員会では、 タイム1ノーな

ルールの普及や資格維持活動だけでなく、審判を

行なうことの厳格さ、達成感を得ることの楽しさ

なども広めていきたい。2．統括的な運営責任者(レフェリー）制度

国内の公認レフェリー制度が定着する中で、本

県では国内でも数少ない公認A級レフェリー、各
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1級 37名 37名
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■指導委員会

平成28年度

平成29年度

1 ．指導者の養成

(1) (公財)日本スポーツ協会公認スポーツ指導員

養成講習会の開催と公認指導員数の拡大

受講者は県内小中高ジュニア指導者を中心に定

員を20名程度とし､毎年開催した｡県外(鳥取､石川、

大阪）からの受講生も受け入れた。会場はジェイ

テクトから名古屋女子大学へ移し、 11月から12月

の土曜日5日間で開催、講師は中口直人ほか委員会

メンバーが担当した。

平成30年5月現在、上級指導員35名、指導員132

名となI) 、県内ジュニア選手の競技力向上に貢献

している。

金善淑氏(日本体育大学助教）

①打田しづか氏(KIZUNA)

②ジェイテクトチーム

蛋

)TEKT
吟e‐守句

一

3.(公財)日本バドミントン協会指導委託事業

(1)小中高一貫指導事業の開催

トップレベルの選手を育成するには小学生より

一貫した指導体制が不可欠であるため選手強化委

員会と合同で実施している。

（2）全国指導者講習会への参加

平成3,年度よりコーチ制度が改定となるため、

講習会担当講師となる本県のコーチが平成30年度

より参加している。

4.加盟市町村への講習会の開催

平成27年度より、地域指導者のレベルアップと

交流を目的とし、本講習会を開催している。指導

委員会のメンバー数名が指導者とし、現地に伺い、

レベルに応じた指導をしている。

（2） （公財)日本スポーツ協会公認コーチ養成講習会への派遣

当講習会には、県協会から推薦を受けた指導者

を中心に毎年受講している。平成30年5月現在、上

級コーチ7名、 コーチ14名となり、県内ジュニア層

の技術向上に貢献している。

2．トップをめざした指導者講習会の開催

平成21年度以降、全国的に高レベルの指導者を

招膀し、講習会を開催した。

平成21年度喜多努氏(元三洋電機監督）

平成22年度尾藤伸治氏(東海学院大学監督）

平成23年度阿部一佳氏(筑波大学名誉教授）

平成24年度阿部一佳氏(筑波大学名誉教授）

吹田真士氏(筑波大学監督）

平成25．26．27年度①モハマド・ イズワン氏

（マレーシア、 ヌサ･マハスリコーチ）

②片l l l卓也氏(元NTT東|1本選手）

－ ‘)局
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■選手強化委員会

1 ．ジュニアの大躍進

平成21年度以降も、小中学生の強化活動を継続

して行ってきた。その中でも特に小学生強化につ

いては日本小学生連盟ジュニア強化部長．中口直

人氏の指導法を強化合宿で指導者及び保護者間で

共有し、互いに切瑳琢磨することで競技力を高め

てきた。このような積み重ねから、久湊菜々，石

田萌(はり－あっぷジュニア）が全国小学生選手権

大会にて4年生以下女子ダブルスで初タイトルを獲

る事ができた。

以降、競技力を高めるためのジュニア栄養講座

や心理学講座など座学も強化の一環としてとらえ、

より選手の競技力を高める為に基礎を学ぶ機会を

増やす活動を行ってきた。

【平成29年度・スポーツ栄養講座】

ジユニア期における栄養講座をロンドン五輪帯同

された管理栄養士を招いて開催した。

また、 日本・マレーシアジュニア交歓大会への

強化事業についても平成23年より8年間に渡り継続

実施し、県内トップレベルの指導者と高校生を派

遣し世界トップ°で活躍したコーチ陣(チャンチョン

ミン氏、 リーワンワー氏）などの指導を受け、貴

重な経験とモチベーションアップ．を図った。

小中学校の強化活動の成果として1種大会での上

位入賞が目立ち、その中からジュニアナショナル

チームメンバーに選出される選手が多数輩出され

るようになった。そしてジュニアナショナルチー

ム強化合宿や海外オーフ°ン大会に参加し､世界トッ

プレベルの技術を学ぶことができた。近い将来、

県内選手から日本代表選手輩出も大いに期待でき

る。

2．選手強化活動の取り組み

小中高一貫指導活動を軸に強化活動を行ってき

た中で、県内トップ選手に特化した活動をスター

トさせた。その活動を「オール愛知強化」とし、す

べてのカテゴリーからトップ・選手のみを招集しレ

ベルの高い練習会を開催した。

また、県内の強豪実業団チームの技術指導を仰

ぐ．ことで、競技力を高めることができた。

更に、愛知県教育委員会主催の2020愛知強化事

業の一環として実施された｢次世代につなぐ．スポー

ツ人材育成事業」と連携し、 オリンピアンによる

講習会を開催する事ができた。

3．今後の活動について

競技力を高めるために、基礎体力データを蓄積

し競技力の相関関係を洗い出す活動をスタートさ

せたい。

また、優れた競技力を持つ選手が一堂に集まれ

る強化拠点を確保し、集中強化を出来る体制を整

え、多数の全国大会優勝者及び入賞者を輩出し続

ける強豪県として有り続けたい。
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【平成30年度・ジュニアアスリート体力評価実施】

ジュニアトップ選手の速筋・遅筋の比率を算出し、

競技力評価への活用方法を検討した。
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■愛知県実業団バドミントン連盟

平成21年度

連盟倉l1立30周年記念祝賀会開催

10月17日、名鉄ニユーグランドホテルにて社会

人クラブ連盟とレデイース連盟の3連盟合同で開催

した。各連盟共、新理事長が就任し今後は更に連

携し発展していくことを誓いあった。

出席者数約200名で盛大な祝賀会となった。

平成23年度

第56回東海実業団選手権大会を中止

平成23年3月11日に発生した東日本大震災の影響

を鑑みて、愛知県で開催予定であった56回大会を

中止した。次年度からは再開されて平成28年度に

は60回大会を開催することができた。

平成24年度

第62回全日本実業団選手権大会開催

6月13～17日、ガイシホールと稲永スポーツセン

ターの2会場36コートで開催された。本県開催は8

年ぶり7回目。出場チームは男子167、女子44合計

211チーム。

同年開催されたロンドン五輪の代表も出場し、

日本最高lll条の試合が繰り広げられた。

県勢の成績は男子ベスト8にジェイテクト、ベス

ト16にトヨタ自動車、東海興業、女子ベスト16に

トヨタ自動車、豊田通商だった。

46年からは年2回開催に変更し、開催回数を重ね

100回という大きな節目となる記念すべき大会に到

達することができた。

平成27年度

第101回愛知県実業団選手権大会(100回記念大会）開催

100回開催記念行事として5月10日にガイシホー

ルにおいて盛大に開催した。開会式では実連山本

会長の主催者挨拶、県協会末岡会長の来賓挨拶の

後、アトラクションとして淑徳中学吹奏楽部のマ

ーチ演奏、大抽選会が行われた。男子51チーム、

女子4チームの全チームが参加し華やかな開会式後

に熱戦を繰り広げた。

第101回大会の風景

平成28年度

県リーグ戦のチーム編成を改定

第103回大会より男子4部以下の各部を2グループ

とし、昇格降格を速めるとともに対戦相手のマン

ネリ化脱却を図り、大会を充実させた。

平成29年度

ジェイテクトバドミントンS/Jリーグに昇格

バドミントン日本リーグ2017で優勝し、平成30

年度にS/Jリーグはチーム数が増えるため入替戦

を経ずして昇格を果たした。

平成30年度

東海興業(男子)バドミントンS/Jリーグに昇格

バドミントンS/JリーグⅡ2018(旧日本リーグ）

で優勝し、入替戦でトリッキーパンダースに勝利

し昇格を果たした。

▼I･

平成26年度

第100回愛知県実業団選手権大会開催

｜|召和34年に第1回大会を男子21チーム、女子9チ

ームにてトーナメント方式で開催して以来、昭和

ツQ－
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■愛知県社会人クラブバドミントン連盟

平成21年度

団体登録107団体、個人登録1,641名

前期・後期リーグ戦および個人戦を開催

実業団、社会人クラブ、 レデイース3連盟による創

立30周年記念合同祝賀会を開催(H21/10/17)

清水理事長が副会長に就任、山田薫副理事長が理

事長に就任

平成22年度

団体登録114団体、個人登録1,758名

前期・後期リーグ戦および個人戦を開催

当連盟の第70回後期リーグ戦と第30回個人戦を記

念大会として参加賞を配布

第69回前期リーグ戦で参加チーム数が初めて250を

超える(256）

平成23年度

団体登録127団体、個人登録1,883名

前期・後期リーグ戦および個人戦を開催

青山会長が名誉会長に就任、清水副会長が会長に

就任、名誉会長青山敏郎氏逝去(H23/4/23)

第12回全国社会人クラブ対抗バドミントン大会開

催(3/17･ 18PA小牧、枇杷島SC)

平成24年度

団体登録132団体、個人登録2,012名

前期・後期リーグ戦および個人戦を開催

第32回個人戦40才女子複を新設、ペア合計75才混合

複を廃止しペア合計70才混合複と90才混合複を新設

平成25年度

団体登録131団体、個人登録2,020名

前期・後期リーグ戦および個人戦を開催

第33回個人戦40才女子単・60才男子単．65才男子複

を新設

第14回全国社会人クラブ対抗バドミントン大会(埼

玉県）は体育館の崩壊で中止

平成26年度

団体登録128団体、個人

前期・後期リーグ戦お

よび個人戦を開催

第7回全国社会人クラブ

バドミントン大会個人

戦開催(6/21･22スカイ

ホール豊田）

平成27年度

団体登録127団体、個人

個人

団体登録127団体、個人

登録2,106名

40才以上女子複優勝
前田・小佐々組

登録2､192名

前期・後期リーグ戦および個人戦を開催

第79回前期リーグ戦よりシニア女子(35才以上）を

新設(11チームの参加）参加チーム数が初めて300

を超える(306）

第35回個人戦50才女子複を新設

平成28年度

団体登録127団体、個人登録2,155名

前期・後期リーグ戦および個人戦を開催

第36回個人戦ペア合計110才混合複を新設

第17回全国社会 一・一・､｡ざ預言､､､I I I
=--- --…一一悪声一翼T号声一

人クラブ対抗（

獺
ドミントン大会

開催(3/18･ 19

－宮市総合体育
大会風景

館）

副理事長森大介氏逝去(H29/2/11)

平成29年度

団体登録126団体、個人登録2,233名

前期・後期リーグ戦および個人戦を開催

第37回個人戦70才男子複を新設

平成30年度

団体登録123団体、個人登録2,240名

前期・後期リーグ戦および個人戦を開催

副会長山田順一郎氏が愛知県知事表彰を受賞
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に]愛知県教職員バドミントン連盟

平成27年度平成12年度以来、 14年ぶりに第8回

県教職員大会〔5月31日〕開催。6種目43名参加。第

霧鵜
54回全日本教職員大会〔8月10～

14日／奈良県田原本町] 15種目

に29名出場。新設種目の成壮年

女子団体で2位､成壮年男子団体は2年連続3位入賞。

平成28年度第9回県教職員大会〔6月10日〕開催。

8種目36名参加。第55回全日本教職員大会〔8月11~

15日／鳥取市] 12種目22名出場。

平成29年度第10回県教職員大会〔6月12日〕開催。

第56回全日本教職員大会〔8月13～17日／福島県郡

山市] 17種目25名出場。成壮年男子団体2位入賞○

次年度愛知大会に向け視察。

平成30年度第11回県教職員大会[5月6日･6月11

日〕開催。 13種目54名参加。第47回全日本教職員

大会〔8月1l～14日／愛知県一宮市] 22種目に63名

平成21年度第48回全日本教職員大会〔8月10～14

日／兵庫県神戸市] 18種目28名出場。

平成22年度第49回全日本教職員大会〔8月5～8日

/薩摩川内市] 13種目19名出場｡MSで三浦時央が

初優勝、MDで源口哲史・多久島

一慶組が3位入賞し全日本総合に3

名出場。

50MDで大阪哲嗣・近藤祥夫組が

初優勝。

平成23年度日本教職員連盟機

関誌JEFNEWS91号に三浦時央

が表紙を飾る。第50回全日本教

職員記念大会は東日本大震災の

影響で愛媛県松山市に変更して7月31～8月4日開

催。 15種目23名出場｡ 30WSで飯田香里が初優勝、

50MDで大阪・近藤組2連覇を始め8種目に入賞。

MS3位の三浦は2年連続で全日本総合大会にも出

場。

平成24年度第51回全日

本教職員大会〔8月9～13

日／長野市] 18種目32名

出場。一般男子団体で愛舞鶴 出場。一般女子団体及び成壮年男子団体で待望の

初優勝。成壮年女子団体も3位入賞｡WDで藤井珠

生．樋口亜依美組が2位、藤井はWSも3位入賞し

全日本総合選手権大会に両名出場。他30MS、

50MDでの2位をはじめ年齢別の複3種目と単6種目

で3位入賞。総合優勝制度は総合計205点獲得し初

優勝を果たす。TOKYO2020応援プログラム参画

シャトルアート ‘‘シャトルビジョンチャレンジ! ! ”

を企画開催。270羽のシヤトル鳩が本会場を彩る。

知選抜(多久島一慶,三浦時央,村添幸徳,立松彰吾，

西村昭彦， 高柳収）が初優勝。

WDで3位の飯田香里．明田由佳

組は全日本総合選手権大会出場。

総合優勝制度で愛知県は第2位

初入賞。

平成25年度第52回全日本教職員大会〔8月10～14

11 /宮崎県宮l11奇市] 16種目22名出場。 30WS飯田が

2年ぶりの優勝。

平成26年度第53IJI全日本教職員大会[8月10～14

｢1／東京都墨田区] 16種目22名出場。

30WSで飯H｣が3度目の優勝。
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■愛知県レデイースバドミントン連盟

平成21年度

新役員：会長大野敏子副会長太田礼子

理事長:堀尾惠美子

創立30周年記念祝賀会の開催(10/17)

平成24年度

北海道札幌市で開催された第30回全日本レディー

ス選手権大会においてクラブ対抗の部に岡崎フェニ

ックスと豊田が出場し共に決勝トーナメントに進出

した。

準決勝では同県対決となったが、岡崎フェニック

スが優勝し2チーム入賞という結果をもたらした。

平成28年度

高知県高知市で開催された第34回全日本レディー

ス選手権大会において都道府県対抗の部に愛知県代

表が予選リーグ1位となり決勝トーナメントに進出

した。

決勝トーナメントでは千葉県、高知県A、東京都

と戦い決勝では強敵福岡県に2－1で勝利し優勝杯

を手にした。

平成29年度

新役員：副会長堀尾惠美子

理事長：平出文江

第35回全日本レデイース選手権大会(静岡県）にお

いて都道府県の部準優勝

第35回全日本レデイース選手権大会(静岡県）にお

いてクラブ対抗の部岡崎フェニックス準優勝

愛知県協会への貢献

愛知県協会は毎年全国大会を開催しており、当連

盟は審判員、総務員を多数派遣してきた。特に平

日の開催にあたってはより積極的な対応をし、県

協会に協力してきた。

今後も愛知県協会の一員として大会成功に向けて

尽力していきたい。

平成25年度

第31回全日本レデイース選手権大会(神奈川県）に

おいてクラブ対抗の部春日井が準優勝

第8回全日本レデイース競技大会｢個人戦｣(岐阜県）

において1部高井・伊藤が準優勝

平成26年度

第9回全日本レデイース競技大会｢個人戦｣(滋賀県）

において1部高井・谷村が優勝

平成27年度

新役員：副会長(理事長兼任） 堀尾恵美子

顧問：太田礼子

第33回全日本レデイース選手権大会(富山県）にお

いて都道府県の部準優勝

第1O回全日本競技大会｢個人戦」 （鳥取県）におい

て1部高井・伊藤が優勝
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■愛知学生バドミントン連盟

第65回中部学生バドミントン選手権大会が5月15日

から19日に岐阜メモリアルセンターで開催された。

男子は金沢学院大学や敬和学園大学の北信越勢に

圧倒されたが、男子シングルスでは近藤峻矢選

手(愛知淑徳大学）が奮闘を繰り広げ、準々決勝で

樋口優介選手(金沢学院大学)をストレートで破り、

準決勝へ進出した。準決勝では中家拓巳選手(敬和

学園大学）に惜しくも敗れた。愛知勢の実力も決

して低いわけではない事を証明したものの、総合

的には北信越勢や関東勢には少し劣る事も今大会

で改めてわかった。今後北信越勢や関東勢にひと

つでも多く勝利することが今後の目標である。

今後の課題

登録者数の増減は年度ごとに異なるが、全体的

に減少傾向にある。一方、愛知学生バドミントン

選手権大会の出場人数は、平成22年度以降、やや

減少傾向にあったが、平成26年度に愛知県で全日

本学生選手権大会が開催されてから、男女ともに

増加傾向にある。愛知学生新人バドミントン選手

権大会の出場人数も、平成25年度以降、減少傾向

にあったものの、近年では増加傾向に転じている。

10年間で女子選手の登録人数が少しずつ増加して

きた。しかし、大会参加数はシングルス・ダブル

スともに減少傾向である。原因は、女子選手に関

しては大学から始めた選手など、実力が低いレベ

ルの選手が参加を檮跨しているという点がある。

対策として多くの人が出場できる大会を目指し、

愛知、東海の新人大会においてカテゴリー別の登

録制を導入することを検討している。同制度を導

入することにより、初・中級者の出場者数増加、

上級者の活性化を図り、学生連盟のレベル向上を

図りたい。現状の課題を改善し、愛知県並びに学

生バドミントン競技の競技人口の増加と競技力向

上を図り、全日本学生バトミントン選手権大会を

はじめとする全国レベルの競技会での活躍を期待

したい。

平成23年度

第62回秩父宮杯・秩父宮妃杯争奪全日本バドミ

ントン選手権大会が10月14日から20日にかけて、

愛知県体育館・守山SC・日本ガイシ第2体育館で

盛大に開催きれた。本大会は、中部地区学生連盟

が主管となり、東海・愛知学連が協力する形で進

めた。9月に開催された全日本社会人大会に学連委

員を派遣し、全国大会の運営協力ができたことは、

本大会運営上貴重な経験となった。県内の大学か

らは、女子団体として至学館大学が出場し健闘し

た。女子シングルスでは真弓選手(至学館大学)、

池田･真弓組(至学館大学)が初戦を突破した｡また、

男子ダブルスでは佐野・松村組(中京大学)、女子

ダブルスでは永田・成田組(愛知淑徳大学） も出場

したが、両組とも初戦突破には至らなかった。

平成25年度

第61年度愛知学生バトミントン選手権大会が6月

3日から6日に名古屋市天白スポーツセンターで行

われた。出場数は男子シングルスが190人、男子ダ

ブルス113組、女子シングルス72人、女子ダブルス

51組が出場した。やや出場者が少なく、出場者の

増加が当時の第一の課題であった。この大会では

各選手の力が拮抗していたが、その中で米田優樹

選手(中京大学）はシングルスでは決勝戦で惜しく

も大口雄也選手（日本福祉大学）に敗れたものの、

ダブルスでは愛知淑徳大学ペアを破り見事優勝を

果たした。米田優樹選手(中京大学）は今大会に大

きな存在感を与えた。

平成29年度

第68回秩父宮杯・秩父宮妃杯争奪全日本バトミ

ントン選手権大会が10月20日から26日に一宮総合

体育館で盛大に開催された。中部エリアでは、愛

知淑徳大学．中京大学．金沢学院大学・敬和学園大

学が出場し健闘した。いずれの種目においても、

関東勢・関西勢に圧勝される結果に終わってしま

い、中部勢の一層のレベルアップに課題を残した。
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■愛知県高等学校体育連盟バドミントン専門部

この10年間で、 日本を代表するトップ．選手の世

界での活躍によって、バドミントン人気の高まり

も影響してか、入部希望者も増加して高体連バド

ミントン専門部の協会登録者数は5,000名代から、

現在は6,000名をこえる大所帯となった。それに伴

い､総体支部予選､県大会､新人戦支部予選､県大会、

学年別大会など、参加者数の増加、保護者の関心

度も高まり観戦する人の数も増えたため、会場確

保や大会時間などの大会運営も大掛かりなものに

変わってきた。

そのなかでも平成28年度(2016年度）の第45回記

念全国高等学校選抜記念大会を成功裏に終わらせ

たことが挙げられる。

例年、 5年に1度の選抜記念大会では、各都道府

県から1校出場して団体戦を行うが、 この45回記念

からは個人戦も行うことが急遥決まり、当初予定

していた豊田スカイホールだけでは難しく、近隣

の岡崎市中央総合公園も会場にした2会場で開催す

る運びとなった。

● 中

旬◇

■ ＝

＆

＄

4

争

●

第45回選抜女子単酒井すみれ(名経大市邨）

また、 この10年間の愛知県選手の活躍も振り返える

と、 インターハイ、全国選抜において団体、個人ベ

スト8入賞を果たしてくれた選手は多々いるが、表

彰台に上がった以下の選手の功績を称えたい。

また、 この選手育成に携わった監督、 コーチの指

導も称え、今後も愛知県選手の活躍のため、選手

育成に尽力していただけるよう願っている。

過去10年間の愛知県勢上位入賞の歴史

、

一
「
へ
、＃

可

豊田市民文化会館での開会式

平成5年に大府で開催した第22回全国高校選抜以

来、 23年ぶりの全国大会の開催だったが、県内の

高校生、教職員、審判委員会を中心にレデイース

連盟や社会人クラブ連盟、実業団連盟、学連の協

力のもと県協会の総力で立派に開催することがで

きた。

女子複 第3位

峰歩美・與猶ぐるみ(岡崎城西）

沖縄インハイ

（平22年）

女子複第3位

有吉佑有。樋口亜依美(名経大市邨）

男子単第3位

間瀬亮介(岡崎城西）

青森インハイ

（平23年）

浜松インハイ

（平30年）

女子団体第3位

名古屋経済大学市邨岡崎会場男子団体戦の様子

－34－
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「愛知県中小学校体育連盟バドミントン部

〈の生徒が参加できるものとして、協会主催の大

会に参加しやすくするために取り組んだものであ

る。

また、県大会での上位入賞者は参加不可として

いるため、愛知県全体でのボトムアップを狙うこ

とができるようになっている。

チャレンジ大会の導入により、平成26年以降は

年々登録者数が増加し始め、 900名を超える登録者

数を数えるようになっている。

しかし、他県にくらべ、中学生の登録者数は少

なくなっている。これは平成29年の調査で、他県

にくらべ、学校にバドミントン部がある割合が非

常に低いことが分かった。登録率は80％を超えて

いるが、中学生の競技人口の母数が少ないことが

課題としてあげられている。そのため、 これから

愛知県全体での中学生の競技人口をどう増やして

いくかということを考えていく必要がある。

1 ．県内で行われる主な大会

中小学校体育連盟では、年間で4回の大会を行っ

ている。4月に行われる個人戦、 7月末に行われる

中学校総合体育大会(個人、団体戦)、 11月に行わ

れる個人新人戦、 1月に行われる団体戦の計4回で

ある。会場は主に、 メデイアス体育館おおぶ(旧大

府市民体育館） を使用している。

大会は第40回を超え、長く、なじみのあるもの

となってきた。予選を設けないため、広く門戸の

開けた各地区の選手同士が研鑛し合うことのでき

る大会として、毎回多くの参加者を集めることが

できている。

､ ‘肖蝿『・薗 ・秤．．”

L一

平成28年度中学校総合体育大会

4．今後の活動に向けて

平成30年度現在、教職員の多忙化解消の観点か

ら、部活動を取り巻く状況が大きく変化している。

練習時間の削減や、大会参加の見直しなどが多く

の学校で行われている。また、少子化の影響で生

徒数が減少していることで、部活動の統廃合が行

われるなど学校でのバドミントン部の活動が難し

くなっている現状がある。そのため、 これからの

活動や大会運営の仕方を見直していかなくてはい

けない。

現在では、顧問の引率なしでも保護者などの監

督があれば大会に参加できるようにし、個人での

参加ができるようにしている。

今後も実態に合わせ、スムーズな運営を行って

いきたい。

2．愛知県が会場となった全国大会

平成23年度、第12回全日本中学生バドミントン

選手権大会が、平成24年3月27日（火）～29日（木）

に愛知県で開催された。試合会場は大府市民体育

館、東海市民体育館の2会場で行われた。2日間に

渡り熱い試合が行われ、運営も成功を収めること

ができた。愛知県Aチームは3位に入賞した。

これらの経験から培われたノウハウをこれから

の活動にも生かしていきたい。

3。協会登録者拡大に向けての取り組み

中学生の協会登録者数は、年々減少傾向にあっ

た。そのため、連盟として、講習会や新規大会開

催を通して登録拡大を目指した。平成26年度よI) 、

愛知県中学生チャレンジバドミントン大会を開催

した。これは、愛知県中学生大会(個人戦)が、各

校での参加可能者数を制限しているため、 より多
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■愛知県小学生バドミントン連盟

平成20年度(2008年）

愛知合宿を開催(岡山、石川、福井、三重）

同合宿を茨城県小学生連盟が視察来訪

平成21年度(2009年）

会長に鈴木正一、副会長に惠木康行、権田行和が、

理事長に永井与志夫が、副理事長に盛田幸子、船

木勝正、水野晃宏、田安武男が就任。

第25回若葉カップ全国小学生大会男子3位入賞

(はり－あっぷジュニア）

日小連講習会(巡回指導講習及び医科学講習)参加

平成22年度(2010年）

県外遠征(香川静岡交流会)参加

第26回全国小学生若葉カップ大会男子5位入賞

（はり－あっぷジュニア）

平成23年度(2011年）

第17回パナソニック小学生合宿参加2名(塩飽真

由・佐久間璃子）

平成24年度(2012年）

特別強化事業推進対象者(梅田莉々子、酒井すみ

れ)｡パナソニック小学生合宿参加2名(梅田悠太郎．

酒井すみれ）

第21回全国小学生選手権大会男子団体戦5位入賞

平成25年度(2013年）

第22回全国小学生選手権大会男子団体戦5位入賞、

個人戦4女単5位梅田莉々子､4女複優勝久湊菜々・

石田萌、 5女複準優勝山本鈴乃・琴乃

東海アスリート事業､愛知アスリート事業開始

同事業は東海地区のトップ．選手の体力強化を目的

とした東海小学生連盟主催の強化合宿で、先行ス

タートした関東ジユニアアスリートアカデミーヘ

の対抗を目的にはじめられた。愛知アスリート事

業はその愛知県版と位置付けている。

平成26年度(2014年）

関東アカデミーと奈良県へ合同練習会参加

第30In1全国小学生若葉カップ大会男子準優勝(石ケ

瀬スポーツ少年団） ･女子3位(はり－あっぷジュニア）

平成27年度(2015年）

第16回全国小学生ABC大会

Cクラス優勝山本優愛

第24回全国小学生選手権大会5男単優勝岩野滉也

平成28年度(2016年）

第1回愛知小学生オープン大会開催(愛知一宮市8月）

第25回全国小学生選手権大会団体戦優勝

連盟設立20周年記念祝賀会(11月8日）開催

平成29年度(2017年）

参与に惠木康行、権田行和氏。副会長に中口直人、

水野晃宏が、副理事長に濱島宏二郎が就任。

第1回東海小学生オープン大会開催(愛知一宮市8月）

第1回東海小学生海外遠征日馬交流大会30年4月

2～6日に各県2名計8名参加。愛知は久湊・山本選

手2名副会長の中口氏が団長として率いる。

平成30年度(2018年）

第27回全国小学生選手権大会4女複優勝藤井詩．

縣明日香一
雪

各団体指導者への講習会開催(参加： 29名）による

｢トレーニング．コンディショニングの再考」

講師：有吉晃平氏(大阪体育大学準教授)R本バド

ミントン協会公認講師
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■安城市バドミントン協会

･技術講習会

設立以後、技術講習会を継続して開催している。

講師にはヨネックス、サントリー、デンソー、 ト

ヨタ等のハイレベルのチームも招聰した。

･主な戦績

昭和56,60年度には青年体育大会愛知県大会に安

城市チームが優勝し、全国大会に出場した。

･協力事業

平成10年度にはクイーンズカップサーキット大

会が安城市で開催され、審判等の協力をした。

1．設立から平成20年までの歩み

(1)設立

昭和49年に安城市主催のバドミントン講習会が

開催されたことを契機に、協会設立への機運が高

まり、準備を進めることとなった。

昭和51年4月に安城市体育協会15番目の競技団体

として加入し、協会が正式に発足した。

（2）組織

設立当初の会員数は50名程であったが、市内の

各小学校でのバドミントン教室開催などの普及活

動に努め、設立1年後には会員数約200名、 15クラ

ブの団体へと成長した。以後年々増加して平成20

年度には約400名、 25クラブへと発展した。

協会組織は、平成14年度以降は理事も20名とな

り、組織を4部会(総務、競技、審判、研修）に役

割り分担した。また、平成19年度にはﾚﾃﾞｨｰｽ部を

増設し、 よりきめ細かい運営を行うこととなった。

（3）活動状況

･大会

「創立記念総合選手権大会」をはじめとする覇権

を競う大会と、 「会長杯大会」等のレクリエーシヨ

ン大会に二分し、年間7大会を実施し、平成15年か

らは｢ジュニア大会」も加わり充実に努めている。

年間の大会一覧

2．平成21年度から平成30年度までの主な活動

(1)育成活動

安城市体育協会の委託を受け、一般･女子・ジュ

ニアの3教室の指導を30年以上担当している。

（2）県協会市町村連盟への加入と活動

平成23年4月には市町村連盟に加入し、他市との

交流の一環として県市町村対抗小学生交流大会に

毎年参加している。第31回、 35回全日本シニア選

手権大会の大会会場として協力した。

（3）主な戦績

平成23, 26年度には全国高等学校定時制通信制

大会に科技高刈谷チームが出場した。また、平成

24年度には愛知スポレク大会に優勝した。

（4）協力事業

平成23～26年度には西三河中学校バドミントン

大会の運営･審判等に協会として協力した。

平成28～30年度には愛知スポレク西三河大会の

運営に協力した。

（5）今後の展望

近年は安城市及び登録会員の各県大会での活躍

も徐々に増え、今後が期待できるが、更に底上げ

を図りたい。また、設立時の会員相互の親睦交流

の精神を持続しつつ、今後も協会発展に寄与して

いきたい。

－39－

大会名 内容

協会創立記念総合選手権大会 個人戦

チーム対抗大会 団体戦(年2回）

新人戦大会 個人戦

ジュニア大会 個人戦(年2回）

会長杯大会 個人戦

交流大会 個人戦

レディース大会 個人戦(年2回）

選手権大会 個人戦



■一宮バドミントン協会

ここ10年で私共に大きな変化が起きたのは、平

成23年(2011年) 4月に一宮市総合体育館が開設され

た事である。

1つの建物の中に、DIADORAアリーナ・いちい

信金アリーナA･いちい信金アリーナBと三つの

体育館があり、それぞれバドミントンコート16面

(DIADORA)･10面(いちいA) ･ 10面(いちいB)

と全国大会規模の開催に対応した施設となった。

＜一宮市総合体育館で行われ泥全国大会＞

平成23年9月第54回全日本社会人選手権大会

平成26年10月第65回全日本学生選手権大会

平成28年9月第59回全日本社会人選手権大会

平成29年10月第68回全日本学生選手権大会

平成30年8月第57回全日本教職員選手権大会

※国民体育大会県予選会(毎年）

ここ10年の間に上記の様な数々の大きな大会が

催された。会場に訪れた選手の皆さんからは、同

じ建物内に複数の体育館があるお蔭で仲間の応援

等に移動しなくても良いと喜ばれ、 また地元の愛

好家の皆さんには、画面ではなく間近で一流のプ

レーを地元で目と耳で感じる事が出来、連日通い

ましたという方もおられた。

各大会の運営においては県協会の皆様方に深甚な

る敬意を表すと共にこれまでのご苦労に感謝申し上

げる。

・市民バドミントン大会

毎年4回盛況に行われる市民大会も、今年度(平

成31年)で第61回目を数えるまでとなった。

開催当初はシングルスもあったが、現在は春季・

秋季は男女個人ダブルス戦、年度末の総合では個

人混合戦を行っている。 また5年前からは、 シニア

の部(50歳以上）も増えた。小学4年生から参加可

能で、親子で試合を楽しんでいるペアもいる。

『木曽川みんなで楽しく』では、 レベルに関係な

く個人単位で申し込みを受け付け、 ランダムにグ

ループを組み団体戦を行っている。市内のバドミ

ントンを楽しむ人達の交流の場となっている。

･一宮レデイースバドミントン連盟

西尾張の個人戦においては連覇を遂げるなと・活

躍を見せ、東海団体では4位以内の本戦川場を狙っ

て臨むが5位・ 6位で涙を飲んでいる現状である。

年間行事に交歓会やオープン戦、 ヨネツクス講習

会なと÷、皆で更に上を目指しレベルアップ．の強化

に取り組んでいる。

･今後の課題

一宮市内の中学校にはバドミントン部が一校し

かなく殆と・の学生が高校から始める状態で、その

中でも社会人になっても続ける人は、ほんの一握

りである。その為、学生のレベル強化とバドミン

トンを楽しく続けて欲しいと願い、高校へコーチ

として出向いたり、 自分達の練習の中で教えたI)

と努力して下さっているﾉ々がおられる。若い-|lt

代の育成は今後の大きな課題として取I)組んでい

きたいと思う。

DIADORAアリーナの風景

I() -



■稲沢市バドミントン協会

平成27年度

県バドミントン協会の渡邊審判委員長をお迎え

して、審判講習会を行った。レットとフォルトの

意味から試合の運用に際しての基本的な姿勢まで

幅広く学習した。

稲沢市バドミントン協会は、平成30年度をもっ

て設立から35年を数えるに至った。加盟クラブは

12団体総計423人を数える大きな集団に成長した。

ただ、最近、大会参加人数の減少が顕著な傾向に

ある。特に、初心者の方々の参加が少なくなって

いる。新たにバドミントンを始める人が少なくな

っていることを意味している。

反対に、桃田選手や山口茜選手、奥原選手、ダ

ブルスの高橋、松友選手らの活躍に触発されて、

バドミントンをやってみたいという小中学生が増

えつつある。潜在的なバドミントン愛好者の存在

があるということになる。事実、大里東ジュニア

バドミントンクラブのように全国レベルの大会(若

葉杯やABC大会）に出場できる実力のあるクラブ

も市内に登場してきた。ただ、稲沢市の中学校に

おいては、バドミントン部がある学校が一つもな

く、小学校でバドミントンを楽しんだ子もそこで

途切れるという現状がある。

本協会は、上記の二つの大きな課題について、

有効な手立てを求め、ハード面、 ソフト面の両面

でのバドミントンの競技環境改善に取り組んでい

きたいと考えている。

平成29年度

4月28日(土)、愛知県シニアバドミントン交流会

が、稲沢市の豊田合成アリーナにおいて開催され

た。県協会の行事に携わることが初めてであった

ので役員一同緊張したが、県協会の方々のおかげ

で無事運営できた。3月の総会で役員改選があり、

三輪幸司が新理事長に就任した。また、愛知スポ

レク西尾張大会で難敵一宮市を破り優勝して、久

しぶりに県大会への出場を果たした。稲沢市バド

ミントン交歓会をオープンとして､他市町村の方々

の参加を求めた。

平成30年度

昨年度に続き、愛知スポレク西尾張大会で準優

勝して、県大会への出場を果たした。大里東バド

ミントンクラブが主催した｢稲沢市ジュニアビギナ

ーズバドミントン交流会」を協会が後援した。稲

沢地区の小学生で試合の機会に恵まれない児童生

徒をも対象とした。来年度、稲沢市ジュニアバド

ミントン大会復活の試金石となる大会であった。

平成24年度

大会として13回まで数えた稲沢市ジュニアバド

ミントン大会が、参加者の減少によって中止され

た。この大会に代わるものとして、 クラブ間の交
＝

1

9

、

流を深める「稲沢市バド

ミントン交歓会」が行わ

れることになった。

中瀬弘司が新会長に就
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■大府市バドミントン連盟

平成6年の｢わかしゃち国体」開催に続き、平成8

年に全国中学校バドミントン大会を開催した。こ

の全国中学校大会の開催を記念して、東海地区．

北信越地区の強豪校が集結して学校対抗の団体戦

｢愛知ジュニアバドミントン大府オープン」を継続

して22回目を迎える。中学生の大会であるが、各

団体バドミントン部から審判員等の役員を招き全

面的なバックアップをいただきながら運営を進め

ている。夏の全国大会に向けて、他府県の強豪校

と実力を試す貴重な機会となり、今や日本、世界

のNulにもなった山口茜選手をはじめ、 日本トップ．

選手がこの舞台で輝いていた。

小学生のバドミントン活動を見てみると、はり

－あっぷジュニア、石ケ瀬． くすの木両スポーツ

少年団、北山東山ファミリーバドミントンクラブ

が熱心に活動を続けている。普段は競い合うライ

バル関係であるが、平成26年から愛知県市町村対

抗小学生大会(学年別男女団体戦）が開催され，合

同で大府チームとして参加し、好成績を残してい

る。また、 この大会に向けた合同練習では、市内

の実業団チーム東海興業や中学生にスパーリング

をしてもらい、世代を越えた交流も行われている。

愛知県レデイース連盟に多大なご尽力をいただき、

大会が成功裏に終了した。

飯村順一氏が日本協会顕讃賞を受賞した。

平成25年度

大府中学校出身の打田しづか選手が、世界レベ

ルの大会で活躍し、 3月に｢大府市スポーツ功労者」

として表彰された。同時にバドミントン教室の指

導をして生徒も熱心に練習に励んだ。

平成26年度

10月には、 日本リーグ2014大府大会を開催し，

打田しづか選手(大府中）･篠谷菜留選手(大府北中）

が凱旋し,超満員の中､活躍する姿を見せてくれた。

11月に全日本シニア選手権大会(50歳以上の部）

を開催し、大会運営に協力した。

平成21年度

バドミントン日本リーグ2009大府大会を開催し

た。東海興業が2年連続の地元開催ということもあ

り会社を挙げて大応援団で声援した。

平成22年度

大府市制40周年記念大会として、 9月に第29回全

日本ジュニア選手権大会を開催した。東海市には

ジュニア新人の部をお願いした。

平成24年度

全日本中学生バドミントン大会(都道府県対抗団

体戦）を大府・知多・東海の3会場で開催した。こ

の大会から審判員を地元愛知県で担うことになり、

日本リーグ2014ユニシス篠谷菜留選手(左）

平成29年度

9月に愛知県シニア交流大会を開催し、 2月には愛

知県市町村対抗小学生大会を開催した。

平成30年度

11月に全日本シニア選手権大会(55歳以上の部）

を開催し、大会運営に協力した。
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■岡崎バドミントン協会

での各種決定事項を各団体に伝えている。

4．岡崎レディース連顎との関係

岡崎には岡崎レディース連盟があり当協会とも

密接な関係にある。競技レベルも毎年全国大会に

出場しており岡崎女子のバドミントンレベルを常

に支えている。また協会運営に際し、関係強化を

目的として平成15年度より連盟会長が協会顧問に

就任している。

5．周辺地域との交流

岡崎市は豊田市・安城市・刈谷市など西三河の工

業地域のベッドタウンとしての側面もあり、多くの

選手が周辺地域の在勤資格で活躍しているが、当協

会との交流を目的に毎年8月開催のスポレク西三河

大会と岡崎オープン選手権大会を開催している。

1 ．協会設立から現在までの推移

当協会は昭和49年に設立(加盟団体5団体､会員95名）

し、昭和57年に20団体(457名)、平成4年に30団体

(537名)、平成7年に40団体(786名)、平成12年に43

団体(836名）とピークを迎え､現在は39団体(843名）

の熱心なバドミントン愛好者によって順調な協会

運営がなされている。

2．加盟団体の内容と傾向

設立当初は企業チームが主であったが、加盟団

体の増加に従い地域の小学校体育館等を活動拠点と

した団体ができ始め、それに加え全国レベルの岡崎

城西高校出身者など学生経験者も加わり競技志向の

チームからお楽しみ志向のチームまで幅広い内容の

団体が加盟している。 しかしながら近年は選手の高

齢化によりダブルスのみの団体戦Bリーグ参加を目

的としたチームが増える傾向にある。

3．事業内容

当協会の事業内容は次のとおりである。

(1)大会運営

4月市民選手権大会ダブルス・シングルス

5月～7月 岡崎クラブチーム選手権大会(前期リーグ）

8月～10月新人大会ダブルス・シングルス

11月 岡崎レクリエーション大会

12月岡崎オープン選手権大会

1月～3月 岡l11奇クラブチーム選手権大会(後期リーグ）

3月中旬～下旬岡崎ジュニア選手権大会

(2)育成事業

水曜日夜間土曜日午前一般バドミントン教室(各年18回）

土曜日夜間ジュニアバドミントン教室(年20回）

10月中旬審判講習会

上記3事業を毎年開催している。

(3)情報発信（上位大会入賞者の表彰申請等）

当協会員を対象(一部例外あり）に全国・県レベル

の上位大会入賞者を岡崎市体育協会表彰に推薦し

ている。又審判部主導で日本協会及び愛知県協会

平成25年創立40周年記念大会記念撮影

6．これからの課題

岡崎市では今後数年をかけて各体育施設の改修

工事が目白押しとなり、大会会場の確保が非常に

困難となっている。また、近年の夏季気温上昇に

よる選手の体調管理を目的に7～8月の大会設定を

無くす方向で考えているが、他競技団体も状況は

同じであり会場確保問題は切実である。 したがっ

て企画する大会も加盟団体の会員・理事の希望す

る大会を選ぶことになり、個人戦の開催が難しく

なっている。現在は協会会員の誰もが出てみたく

なる個人戦を企画することに協会理事一同可能性

を模索中である。
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■舂日井市バドミントン連盟

1 ．沿革

昭和51年4月1日の創立で、平成12年より会長に

上原信彦、理事長に山田敏勝が就任し、現在に至っ

ている。登録数は平成20年度に対し、 24団体増の

92団体に、会員数は236人増の1478人と拡大してい

る。

2．活動内容

ジュニアを中心とする育成活動、各種大会の開

催、教室活動、地域奉仕活動そして審判員の養成

を広く行い現在に承継してきている。

■育成活動

ジュニア(小学生）の育成を重点に進め、多くの

優秀選手を輩出している。

平成30年も3組のペアが全国大会に出場した。

■大会活動(平成21年度～平成30年度）

第31回～53回

第10回～19回

H21～H30

第32回～41回

第12回～21回

市クラブ対抗春季・秋季大会

小学生オープン大会

市中学生団体戦

市少年少女大会(小中高）

春日井オープン大会

小学生オープンは第191皿旧を迎えた平成30年には

参加人数が739名となり盛大な大会となった。

■地域奉仕活動

毎年開催される市民体育大会総合開会式の手伝い

を毎年連盟挙げて行っている。総合司会、選手の

誘導のほか、ジュニアが選手宣誓とプラカード持

ちを担当している。
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｢平成30年6月市体協総合開会式」

｢東海大会を勝抜いて全国大会に出場する選手」 【上原会長旭日双光章受章】

平成27年秋、会長上原信彦がスポーツの振興に貢

献したことにより旭日双光章を受章しました。歴

史を飾るすばらしい出来事でした。

レディースも活発で東海大会や全国大会の団体及

び個人で入賞している。

「平成28年2月県協会主催の祝賀会」

ホームページhttp://www.kasugaibadminton.com｢平成25年全国大会で団体準優勝した女子チーム」
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■蒲郡バドミントン協会

第1回ミックスダブルス大会、第1回チーム対抗大

会を近隣市町の協力を得て開催。交流を兼ねた大

会として現在に至っている。

4．他市との交流

昭和56年に蒲郡市が沖縄県浦添市と友好姉妹都

市提携を結んだことを受け、平成9年に協会員30名

程が浦添市を訪問し、交流試合で親睦を深めた。

こうして浦添市とバドミントンを通じた友好交流

事業が始まった。

豊橋を中心とした東三河各市とは、持ち回りで

東三大会を開催。また、主催大会への参加を募る

など、互いに切瑳琢磨し交流を深めている。

5．県協会への加盟

平成27年度より愛知県バドミントン協会に加盟。

その年から、 「市民バドミントンのつどい」に対し

て県協会指導委員会の協力が得られるようになり、

一層内容の充実が図られている。平成28年度には、

佐藤荘二氏をはじめ3名の講師派遣を受け、受講者

のレベルに応じたきめ細やかな指導をいただき、

大変好評であった。

6．現況と今後について

市民総合体育大会、チーム対抗大会、 ミックス

ダブルス大会､女性大会の4大会を主催。教室は夏・

女性･春の3回開催。広く一般市民への普及を目的

に、講習会と親睦試合を主な内容とする｢市民バド

ミントンのつどい」を開催している。近年は、毎

月1回のジュニア向け練習会を開催して、ジュニア

層への普及拡大を強化している。

ジュニア会員は増加傾向にはあるが、一般協会

員の減少、市民体育センターの老朽化など直面す

る問題は少なくない。今後は、時代に即した運営

など工夫も取り入れながら、継続して市民が楽し

くバドミントンを続けられるようサポートしてい

きたい。

1．協会設立

『蒲郡市体育協会四十周年史』を紐解くと、当市

におけるバドミントン競技は、昭和35年5月体育協

会事業として大塚小学校にて開催した第1回バドミ

ントン講習会が初出である。

昭和46年には、教育委員会主催のバドミントン

教室参加者有志により、当協会の前身となる蒲郡

バドミントンクラブが設立された。翌47年には、

第10回蒲郡スポーツ教室で女性向け教室も開催さ

れ、市内のバドミントン愛好者数も増加し、協会

設立機運が盛り上がった。

昭和48年の第18回市民総合体育大会からバドミ

ントン競技が加わり、翌49年に蒲郡市体育協会に

加盟、正式にバドミントン協会が発足した。この

時の会員数は約50名であった。

2．豪華な講師を招いての講習会

昭和50年代には、有名選手を招いて講習会を開

催していた。昭和50年には、全英オープンなどで

活躍した竹中悦子氏と陣内裕子氏を招き、市民体

育館に於いて市民総合体育大会開会式のアトラク

シヨンとして模範試合を披露した。引き続き会場

を竹島小学校体育館へ移し、両氏による講習会を

開催し、好評を博した。また、昭和51年には、相

沢マチ子氏を招き「ビューティフルバドミントン講

習会」を蒲郡中学校で開催。さらに昭和52年には、

再び栂野尾(旧姓竹中）悦子氏と陣内裕子氏を招い

て、講習会を市民体育館で開催した。これら一連

の講習会を通じて、市内のバドミントン人口は飛

躍的に増加した。

3．活動の充実

その後、平成にかけて会員は常時150名を超え、

最盛期を迎えた。昭和53年には、第1回協会長杯新

人戦を開催◎平成5年度からは､協会組織を一新し、

普及部と競技部という専門部制をとI)、競技の普

及と技術のレベルアップに取ﾚ)組んだ｡平成5年に、
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■刈谷市バドミントン連盟

1 ．連盟組織

平成10年度から平成27年度まで会長を務めた佐

伯外與昭に代わり、平成28年度から岩渕信司が新

会長に就任した。

2．活動内容

(1)連盟独自の事業

､刈谷オープン大会は平成8年度より従来の市民大

会からオープン大会に改めた。ランク別が好評を

生み、平成27年度大会は450名まで膨れ大会運営が

難しくなった。検討の結果、年齢別の導入も図り

参加数も落ち着いた。

、刈谷オープントリプルス大会は平成20年度に第1

回を開催した。初めての試みでもあり講習会を開

催した。同年11月には全日本シニア大会のイベン

・中部日本選手権大会は平成22年度ウイングアリ

ーナと刈谷市体育館の30面で開催した。

･S/Jリーグ2018刈谷大会は地元ジェイテクト男子

のリーグ入りで12月に開催し、 2000名の観客とリ

ーグ入り初勝利で大いに盛り上がった。

S/Jリーグ2018刈谷大会の風景

・クイーンズサーキット2011刈谷大会を平成23年7

月に刈谷市体育館とジエイテクト体育館で開催し、

社会人1年生のlll条歩美選手(刈谷市出身）が見事優

勝し、デビューを果たした。

．障害者大会の開催平成23年度全国デフリンピ

ック（ろうあ者大会)、平成27年度スペシャルオリ

ンピックス(知的障害者中部地区大会）、平成30年

度スペシャルオリンピックス（全国大会）の3大会

の難しい運営を無事終えることが出来た。

ト事業として

シニア出場選

手、地元、元

世界チャンピ

オン男子2名

を含め和やか

に交流を行っ

刈谷オープントリプルス大会の参加選手た。

平成21年度には刈谷市で第2回全国トリフ°ルス大会

を開催した。平成29年度第10回刈谷オープン大会

からは東京、大阪など県外からの愛好者の参加が

目立つようになった。

・平成30年度は伝統の刈谷市長杯大会(団体戦）が

59回を迎えた。また多くの会員を抱えるレデイー

スは年間6大会を例年盛大に開催している。

（2）全国規模の刈谷市連盟主管大会(県協会への協力事業）

．全日本シニア選手権大会は平成20年度、 26年度、

30年度の3回を刈谷市をメイン会場として開会式か

ら表彰式まで行った。

、東海総合選手権大会は平成21年度、 25年度、 29

年度と4年に1回開催した。

＝叫温 E…
毒

Z~-ﾇｺ

平成30年度スペシャルオリンピックス開会式

（3）普及

・昭和45年度より刈谷市主催でバドミントン教室

をスタートした。連盟からは指導者派遣のみであ

ったが、平成23年度より全ての業務を連盟に移管

されている。教室は普及の源泉であり半世紀近く

の間に多くの愛好者を産み出した。

、ジュニア教室は平成26年4月より小学生を対象に

週l～2回平日夜、 20名程度で実施している。
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■江南市バドミントン協会

町の団体また愛知県バドミントン協会とも協力し

て競技人口の拡充に努めたいと思う。

■大会事業

･春季スポーツ少年団大会(5月）

･小学生大会(10月）

・冬季スポーツ少年団大会(12月）

･市民スポーツ祭大会

一般・シニア(1月） 小学生(2月）

■歴代会長

・初代会長 土井浪男

・第二代会長 藍川幸司

・第三代会長 石井雅彦

■平成30年度役員

・会長石井雅彦

・副会長丹羽正弘樋口みつ子

･理事長林 和義

・理事江口朋巳下山玲子掛布千波

服部理恵子足立友紀石原房巳

松井智子

一－－星団 ’

昭和49年4月に江南市教育委員会主催の家庭婦人

スポーツ教室を修了した婦人と地元の高校を卒業

した一部の愛好者を中心に、江南市バドミントン

協会を設立し、江南市体育協会に加盟してその活

動をスタートした。当時は会員数も少なく、協会

の運営や大会を開催するにも苦労したが、年数回

のスポーツ教室や講習会を開催するなど、役員を

はじめ関係者の地道な努力により次第に会員数も

増加し、現在は市内の小学校を活動拠点とした団

体と市体育館を活動拠点とした団体を中心に市バ

ドミントン協会を構成して協会運営をしている。

現在(平成30年度末）の登録会員数は160名で、登

録団体数は10団体となっている。

その問、四市交歓体育大会、 スポレク西尾張地

区大会、青年体育大会、愛知県レデイース大会等

の大会に選手を派遣し好成績を収めている。現在

では年3回(10月･1月･2月）の市民大会､他のスポー

ツ団体と協力して月1回の技術講習会、市体育館で

週4回の練習会を開催し、競技力の向上や競技人口

の拡大を図るとともに、 スポーツ少年団等の小学

生大会をも開催し(5月･ 10月･ 12月）底辺の拡充に

も努めている。

しかし江南市内の中学校にはバドミントン部が

一校もなく、近隣を含めた西尾張地区にもバドミ

ントン部は少ないため、競技を継続してできない

ことが残念である。また、江南市のみならず近隣

の犬山市、岩倉市、小牧市、大口町、扶桑町と昭

和57年に北尾張バドミントン連合協会を設立して

年2回(7月混合ダブルス・3月男女ダブルス）の大

会を各市町の持ち回りで開催し、地域のバドミン

トンの普及発展と交流にも努めている。

平成29年度には愛知県バドミントン協会に加盟

した。また、平成30年5月には待望の新しい体育館

(KTXアリーナ･バドミントンコートメイン10面・

サブ6面） も完成し、江南市の団体のみならず他市

ﾖ ＝」胆1 1 1 ．Wー一元

一

1

KTXアリーナ外観

KTXアリーナ内観
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■高浜市バドミントン協会

1 ．協会設立

記念誌執筆は初めてであるため、少し古い経緯

について可能な限り、歴代の諸先輩の方々にお話

しを伺った。

協会発足は昭和63年4月であり、発足当時は市の

職員が中心となってバドミントンが好きな仲間が

集まり、休日を中心に練習をしていたが、初心者

の集まりであったことと同時に、指導者もいない

ことからそれぞれが自由に羽根を打つ程度の活動

だった。

その後市役所に経験者が配属され、その方(氏名

不明）を中心に協会設立となった。

4．今後の展望

地域がら、バドミントンに利用できる施設も少

ない環境であるが、市の事業として現状の体育館

(勤労体育センター）がなくなり、 2～3年後を目途

に総合型多目的施設(名称応募中）に統合されるこ

とになった。こうした環境の変化をを背景にしな

がら協会の活動についても昨今のバドミントン競

技の人気向上を好機と捉え、更に活動を充実させ

て競技者のレベルアップや愛好者の更なる拡大に

努め、一層の普及に努めていきたい。

5．平成30年度協会役員

会長 塩澤源市

理事長 杉浦雅子

副理事長 長尾 潤

会計 神谷景子

監査 平林敦子

理事 藤浦博通

板倉智代

榊原千惠美

岡林真美

2．活動内容

地域の各団体役員を中心に協会規約を作成し、

その中で年会費を1,200円とした。この金額は今も
継続中である。

年度大会は5月に春季大会、 7月に夏季大会、 11

月に市民選手権大会、 2月に会長杯の4つの大会を
開催している。

平成28年に愛知県バドミントン協会市町村連盟
に加入をし現在に至っている。

貞本三香

森本泰代

榊原千恵美

深谷直子

濱口智恵美

野津二美夫

記
風
寺
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3．協働＆支援活動

平成15年度に設立されたNPO法人｢たかはまス

ポーツクラブ」 と協働して、加盟団体役員が中心

となって教室活動を支援しており、毎週金曜日10

時からママさんバドミントン教室を、同じく金曜

日19時からジユニア(小学生中心）教室を開催して

いる。 また、 3年前より、募集人数が超過してき

たため、 月曜日にも開催日を増やし、年35回前後

開催する規模となっている。 またその活動を推進

する中で、指導者の方々が自主的に｢公認スポーツ

バドミン|､ン指導者資格」を取得され、普及発展

に尽ﾉJされている。
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協会初の指導講習会(2018年11月11R)
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■田原市バドミントン協会

スポーツ少年団の卒業生が中学生になって部活

とは別にバドミントンを行う環境ができ、一緒に

練習する小学生のレベルが上がってきた。

この5年程の間に市内出身者から中学生の全国大

会やインターハイに出場する選手が出てきたこと

は、非常に喜ばしいことである。

中学生や高校生は一般の大会にも参加してくれ、

大会での新たな顔ぶれとして新鮮な空気を送り込

んでいる。特に女子では入賞者も幾度も出ている。

この子たちの中には高校、大学と、バドミント

ンを続け、大会に参加するだけでなく、地元に帰っ

てきて就職し、 コーチとして活躍する人も現れて

きている。

1 ．協会概要

田原市バドミントン協会では、近年はダブルス

の試合を中心に、 ミックスダフゞルス、年齢別ダブ

ルス、チーム対抗戦、市民フェスティバル、小学

生大会、 クラス別ダブルスの年6回の大会の実施、

約l月間の初心者教室の開催、市内ジュニアチーム

の補助、持ち回I)で行う東三河選手権の運営なとﾞ

を主な活動としている。

協会登録者数は、一時のピーク時に比べると減

少しているが、大会には近隣市からの参加もあり

それなりの賑わいを見せている。令和元年12月末

現在の登録会員数は103名である。

2．主な大会の概要

リーグ戦を実施する人数やチーム数が揃わず、

団体戦は行われていなかったが、平成22年度から

チーム対抗戦として初めて団体戦の大会を開催し

た。

この団体戦は、男子・女子・ ミックスのダブルス

3組の構成で、あまり行われていない形式のためか

人気があり、他のクラブ同士が合同してチームを

作ったりしており、和気あいあいと選手間の交流

の機会となっている。

また、年齢別の大会では、近年は年齢層の偏り

がでるなとﾐ、対戦が成立し難い状況も発生してお

り、平成30年度よI)初めてダブルスの2人の年齢の

合計による年齢区分で行うなど、状況に合わせた

試合形式に変更を行った。

一方、小学生大会でも参加者は若干減少してい

るが、市内スポーツ少年団のバドミントン競技は

盛んに行われておI) 、協会員の多くが各団の指導

者等となり底辺の拡大に活躍している。

3。中学生の取り組み

残念ながら市内中学校にバドミントン部はない

が、平成24年度に小学生の県登録者を中心とした

有志によI)ジュニアのクラブが発足した。
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4．小学生の育成強化

競技全体を盛り上げていくには、小学生を始め

とした子供たちの育成が重要であり、 しっかりと

指導し、バドミントンという競技を好きになって

もらうことが、次の世代へ競技の盛り上げをつな

げていく原動力となる。

幸い現在は、桃田選手、奥原選手、山口選手、

女子ダブルスと世界のトップレベルの選手がおり、

バドミントンというスポーツ自体がメジャーに

なってメディアへの露出度も増えている｡

興味を持つ子供や保護者も多く、今後も協会員

を中心として、子供たちのバドミントン環境を整

えていくことに力を入れ、結果的に競技の賑わい

をもたらしてくれるよう期待している。
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■知多市体育協会バドミントン部

近年の当連盟の活動を振り返ると、ジュニアと

愛好者の技術向上のためにトップクラスチームを

招聰しての試合観戦や指導を仰いだこと、全日本

シニア選手権大会を2度も開催し運営に参加できた

こと、ジュニアの育成を継続していることなどが

特にあげられる。

1． トップチームの招贈

当連盟は20年前からジュニアの育成指導を強化

しており、現在も継続中である。その中で、ジュ

ニアの興味や意欲向上と、且つ愛好者も含めた技

術向上を目的に県内外のトップクラスチーム招聰

を行ってきた。平成24年10月に東海興業を、平成

25年3月にヨネックスと大同特殊鋼の各チームを招

き、高度なレベルのケームを観戦したり、ジュニ

アの指導を受ける活動を行い、大きな成果に結び

ついている。

2．全日本シニア選手権大会の開催参加

当市の体育館で全日本シニア選手権大会を県協

会との共催で2度開催し、連盟をあげて大会の運営

を経験したことは大きな収穫であった。第31回大

会(平成26年11月）では55歳男女の単複を担当し、

第35回大会(同30年11月）では50歳男女単複を担当

した。全国から強者が集い、白熱した試合を繰り

広げる大規模な大会の運営を当連盟の多くの役員

が関わり、運営ノウハウを吸収することができた

ことはその後の大会事業に役立っている。

3．当連盟の各種大会事業の充実

昭和52年度に知多市民体育館(現メデイアス体育

館ちた）が竣工した際に、その記念大会として全

知多バドミントン大会を開催した。この大会は知

多半島5市5町に在住・在勤・在高校の愛好者が参加

し、毎年2日間にわたり開催している。昨年で42年

目となり、近年では大会参加者が500名を超える規

模となり、当連盟のメイン大会となっている。こ

の大会には中日新聞本社、 ノナカスポーツ、中日

新聞北地区販売店会等の協賛と支援をいただき、

知多半島で最も大きな大会となった。また、愛知

県スポレク東尾張地区大会には創立以来参加して

おり、過去に1回優勝している。平成29年度には参

加できず大変残念に思っている。市民大会はここ

数年参加者が減少しているが、直近10年間は大会

を継続している。

4．市内外ジュニア大会への参加拡大

知多市内のジュニア交流では県レベルに遠いこ

とから、前述のトップチームの技術を見て学ばせ

ることで子供たちのやる気を喚起し、市外大会へ

参加を促した。また、当連盟自らも交流大会を企

画した。手始めに平成24年度に東海ジュニアと交

流をし、平成26年度からは東海、常滑、知多の3市

対抗交流会を開催し、相互の交流を図った。また、

県協会主催の市町村対抗小学生交流大会には第1回

から参加し､入賞するようになった。市内にはジユ

ニアクラブが4つあり、それぞれのクラブでコーチ

が熱心に指導を継続しており、当連盟の強化活動

が浸透してきている。

5．今後の活動

振り返れば当連盟の活動も走馬灯のように経過

してきたが、知多半島5市5町の各協会の協力と中

日新聞本社等の支援を受けて全知多バドミントン

大会を継続することができ、 また、連盟内におい

ても年2回の市民大会個人戦や市民対抗団体戦等の

事業を維持してくることができた。関係各位に心

より感謝申しあげる次第である。ただ、年々一般

選手もジユニア層も大会参加人員が減少してきて

おり、 この歯止めがこれからの課題と受け止めて

いる。全日本シニア選手権大会の開催で習得した

運営ノウハウを活かし、市内の愛好者に魅力ある

大会を開催し、更なる飛躍を目指していきたい。
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■スボーツクラブ東海バドミントン部

【育成･普及事業】「スポーツクラブ東海」は、旧東海市体育協会の

組織を受け継ぎ、平成22年3月に東海市総合型地域

スポーツクラブとして発足した。

平成30年4月から「一般社団法人スポーツクラブ

東海」として一新し｢誰もが気軽にスポーツライフ

を楽しむ｣のスローガンのもと、「スキルアップ｣｢ヘ

ルスアッフ．」 「エンジョイ」を理念に市民スポーツ

を応援している。

競技団体の一つであるバドミントン部は昭和45

年度(1970年）創部から今年で49年目を迎え、来年

2020年は創部50年の節目を迎えようとしている。

年間会員登録数は､平成23年度当時の150名から、

平成30年度は204名と増加しており、大会や講習会

参加者数も年間延べ1000人を超えるまでになった。

今後も競技人気に伴い増加が見込まれている。

【年間大会事業】

内容 ｜ 対象
指導者派遣|一般

頻度 時間帯

毎月1～2回 ｜水曜午前

10歳～一般

〃

〃

〃

月

月
月
吃
月

６
９
）
３

一
一
〃
一

５
７
１
１

期
期
期
期

１
２
３
４

土曜夜間(5～6回）

〃

〃

〃

ビキナー向|ナ

バド教室

技術講習会|経験者向け|年1回(2月） ｜土曜午後(H30実續）
体験会 ｜幼児向け ｜年2回(3月､8月) |平日夜間

育成・普及活動については上記事業のほか、競

技をはじめてみたいという問い合わせが増えてお

り、近年の競技人気が伺える。

;陸
÷

DB■
．■一幸

轡込

可

l-"1
季 －≦

スポーツ体験会(平成30年8月)の風景

東海市はジュニア世代の育成に課題があり、中

学校の部活動にバドミントン部が全く無いことか

ら、小学校から競技を継続したくても出来ない環

境が長く続いてきた。

学校の部活動全体が縮小傾向で、更に厳しい環

境になりつつある中で、 「校外部」という形で外部

の指導者を中心に保護者や地元企業と市スポーツ

課と協力し理解を得ながら、企業体育館や近隣の

小中高、大学の施設等を活用して練習環境を確保

し、複数の中学校の選手を集めて活動する方法を

試みている。

鐙尭濁瀞東海

大会事業については、市政行事や他の競技部と

の調整に苦慮しながら、 レデイース大会やトリプ

ルス大会を試行している。今後もシングルス大会

やジュニア世代の大会など、年齢･性別問わず幅広

く参加できる計画･運営をしていきたい。

琴 TEL O562-39-4050 FAXO562-39-4051

E-MAIL sc-tokai@ma.mediasnejp

URL http://wwwmedias.nejp/~sc-tokai第81111l東海市民大会(平成30年5月）
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5月

7月

9月

10月

1 1月

3月

大会名

市民大会

ミックス大会

小学生大会

オープン大会

ファミリー大会

選手権大会

種 目

個人戦(男女複）

個人戦(混合複）

団体戦(単・複）

個人戦(男女複）

個人戦(親子複）

団体戦(男女複･混合複）



■豊田市バドミントン協会

1．協会設立

昭和49年4月豊田市バドミントン協会を設立し、

同時に豊田市体育協会に加盟し活動を開始した。

初代役員 会長 北川吉久

副会長 荒川司郎

理事長 多賀純一

4．平成31年度役員

会長 北川敏崇

副会長 小西修二

〃 中川創生

理事長 新田正喜

常務理事太田礼子

理事 高橋義行、大塚英一、山田直樹

門間由美子、幸康子、益田康則

小佐々美千代、酒井猛、辻口裕信

2．活動内容

主な活動は（1）市民を対象とした指導会、 （2）

各種大会の開催、 （3）他協会等の支援であり、詳

細は以下のとおり。なお、大会等の情報は協会H

P(http://toyota-cbacom)にて発信している。

（1）指導会は各地域の体育施設にて初心者から上

級者を対象に年9回､13時～17時(4時間)で実

施している｡初心者にはラケットの握り方､基

本ストロークの習得からゲームができるまで

指導｡上級者には協会指導者を相手にゲーム練

習を中心に実施している。

(2)大会は団体戦（市民総体､市民団体戦、混合団

体戦)と、個人戦（新人戦､選手権､豊田オープ

ン、ジユニア大会)の7大会を開催している。

（3）県協会や日（主催大会においても、市内体育

施設を会場として提供したり、運営サポート

等の協力を実施。

安井孝児

顧問 北川吉久

平成21年度 会員数459名

平成22年度 会員数436名

平成23年度 会員数397名

平成24年度 会員数481名

平成25年度 会員数500名

・協会設立40周年記念行事

（記念スポーツタオル配布）

平成26年度 会員数584名

・市民総体第30回を迎える

・市民新人戦第40回を迎える

平成27年度 会員数462名

平成28年度 会員数542名

・市民秋季団体戦第30回を迎える

・市民混合団体戦第20回を迎える

平成29年度 会員数461名

・市民選手権大会第40回を迎える

・豊田オープン戦第30回を迎える

平成30年度 会員数525名

3．課題、抱負、将来への展望

豊田市は他市と比較すると実業団のOBの方が多

く、指導者はハイレベルである。

一方でジュニア・中・高校生は他市に比べ実績が

無い。今後はハイレベルな技術を継承し、優秀な

選手を育て、協会の発展を図ることが重要と考え

ている。

そのために市内の中学校にバドミントン部の設

立を根気強く要望していく。
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■豊橋バドミントン協会

豊橋バドミントン協会は､｢誰もが気軽に取り組

める市民スポーツとしてバドミントンの普及を図

りたい」と考えた豊橋市の意向を受け､昭和47年4月

に､当時の時習館高校バドミントン部監督田中章喜

先生が発起人となし)、同校OBを中心に設立された

(設立当初の名称は､豊橋市バドミントン協会)。

設立当初から、豊橋市内だけではなく、蒲郡､豊

川､田原､新城など東三河全域のバドミントン愛好

者との交流やジュニアからシニアまで幅広い年齢

層への普及を目的に活動しており、平成29年度には

69団体(高校以下を除く）､l,430人の登録があった。

また､平成29年度から愛知県バドミントン協会に

市町村協会として加盟し､平成30年ll月には3級公

認審判員資格検定会を開催していただいた。

前記のほか

･東三河バドミントン選手権大会（一般の部）を

豊橋､豊川､蒲郡､田原の各協会が持ち回り開催。

･遠州東三河高等学校バドミントン選手権大会を

年度ごとに浜松市と相互に開催。

･平成22年度に第30回愛知県聴覚障害者体育大会

バドミントン競技を主管。平成25年度に第24回

東海聴覚障害者体育大会（第2回バドミントン競

技）を主管。

口現在、主に小学生を中心としたジュニアクラブ

(スポーツ少年団）は市内に若あゆ、めだか、富士

見の3団体があるが、中学校では継続的な部活動は

行われていない。新たにバドミントンを始めたい

と望む中学生は多いが、部活動の新設は望めず、

クラブチームとして練習会場の確保も厳しい現状

にある。

バドミントン人口の拡大は、一方で愛好者の高

齢化にもつながっている。ジュニア世代の発展と

ともに、いつまでもプレーが楽しめる環境づくり

も今後の課題と言える。その中で、平成30年度に

は市有体育施設に74面分のバドミントンネットを

寄贈した。

[活動状況］

平成30年度の主催､主管等行事は次のとおり。

･第44回豊橋バドミントン選手権大会

･第42回会長杯争奪ミックスダブルス選手権大会

･第41回JUNEカップバドミントン大会

･第38回春季新人バドミントン大会

･第4回シニア男子バドミントン大会

･第37回アゼリアリーグバドミントン大会

･第59回豊橋バドミントンチーム対抗リーグ大会

（前期）

･第60回豊橋バドミントンチーム対抗リーグ大会

（後期）

．第27回東三河バドミントン選手権大会

（高校生の部）

・第18回豊橋ジユニアチヤレンジカツプ

．シニアバドミンン交流会（新規）

･市民スポーツ祭2018バドミントン競技会

（主管）

･豊橋市体育協会主催のスポーツ教室に講師派遣。

[歴代会長］

熊田嘉六

鈴木敬二

西郷強次

宮下宗久

昭和47年4月～昭和48年3月

昭和48年4月～平成25年3月

平成25年4月～平成27年3月

平成27年4月～
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■名古屋市バドミントン協会

1 ．沿革

・設立

昭和23年2月1l日設立総会を開催。

初代会長青山節郎氏、理事長水谷国広氏。

・昭和の歩み

昭和30年第1回名古屋市民選手権大会開催。

昭和33年五大都市体育大会(京都市）に参加。

昭和34年名古屋市主催の市民スポーツ祭開催。

昭和56年名古屋市体育協会財団法人化にともな

い補助事業としてジュニア強化練習会、指導者・

審判員講習会を開催。

・平成元年～20年の歩み

平成元年第1回中学生大会を開催。

平成7年度には第1回ジュニア大会を開催。

平成16年度からは54回継続した五大都市体育大会

にかわり都市間交流大会が始まる。

．この1O年間の歩み

都市

平成29年度からは名古屋市のスーパージュニアア

スリート育成事業を同時に活用し筑波大名誉教授

の阿部先生やオリンピックアスリートのYONEX

佐藤冴香選手などを招き、 より充実した強化練習

会を行っている。

平成29年度阿部先生の講習会

瞬1
一

ID｣－－

句

『
●
や

鄙
転写

＝

笛

鐙
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や
間交流大会は

平成22年と27年に

開催。

平成27年の第12

回では名古屋市チ

ーム3勝1敗で優勝

言言飽,屡男|罰1:幽
’

一K

垂益

X
銘

Q|ﾛ'層

平成30年度佐藤冴香選手の講習会

2．毎年開催の大会･講習会等

8月名古屋市民スポーツ祭(名古屋市主催）

1月名古屋市中学生大会

2月名古屋市民選手権大会

2月名古屋市ジュニア大会

・都市間交流スポーツ大会､交流親善大会(4年毎）

・名古屋市ジュニア選手強化練習会

・審判講習会および指導者講習会

・各スポーツセンター教室への指導者派遣

・名古屋市少年団コーチ派遣

3．今後の課題

・ジュニア層の更なる強化

・各大会の見直し

■-百答， ‐
＆ 隼

し地元開催に花を第12回都市間交流大会優勝の
名古屋市チーム

添えた。

名古屋市民選手権大会は参加人数が年々増加。

延べ人数で1000人を超えるようになり開催日数を4

日間に拡張した。また平成24年度の58回大会から

は運営ソフトのアサミを導入。名古屋市主催の全

大会で活用し大会運営業務を簡略化している。

ジュニア大会ではそれまで単のみだった種目に

複を加えた。小学生単の部では敗者戦を充実させ

少しでも多く試合を行えるようにした。

ジュニア強化練習会は毎年12月に開催。名古屋市

が主催する競技力向上事業として行っているが、
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■西尾市バドミントン協会

1．創 立昭和59年3月11日

2歴代会長

米津定夫昭和59年4月～平成13年6月

近藤晃右平成14年4月～平成30年3月

石川拓生平成30年4月～現在

3．団体の発足

[前史］

昭和49年愛知県よりスポーツ振興事業の一環と

して市町村へスポーツ教室開催の指導があり市社

会体育課が開講することとなる。西尾市のバドミ

ントンの歴史はここから始まった。

教室は当時の競技経験者が講師を務め教室が開

講された。その結果受講者も年々増加しその卒業生

である市役所職員が昭和52年ll月西尾市役所バドミ

ントンクラブを立上げた。その後一般のクラブも

次々と設立され（ドミントン人口が増えるなか市職

員を中心に昭和56年度西尾市民バドミントン大会

を開催するため実行委員会を立上げ、同年ll月第1

回大会を錦城体育館で開催した。参加者は8団体128

名であった。また昭和57年2月には当時世界で活躍

していた相沢マチコ選手を招きバドミントン講習会

も開催、普及活動も勢力的に行っていた。

[団体の発足］

西尾市バドミントン協会設立のため市内に点在す

るクラブ、同好会をまとめ昭和58年12月に代表者を

召集し設立実行委員会を発足、翌年3月に働く婦人の

家において設立総会を開催した。市内で活動してい

るll団体120名で結成した、初代会長にはバドミント

ン競技で国体出場経験もある米津定夫氏を選出。

4．時代の変遷

昭和59年度

5月に設立記念大会兼協会長杯大会を開催、協会

としての活動を本格的に開始する。

6月に米津会長の口添えにより、 日本リーグで活

躍していた日本電装㈱安城製作所の女子部員を招

き模範試合及び練習会を開催する。

昭和60年度

西尾市幡豆郡の小学生を対象に普及活動をする

ため年5回のバドミントン教室を開催する。

昭和61年度

元全日本バドミントン選手権チャンピオン小島一平

氏を講師に招きバドミントン指導講習会を開催する。

平成11年度

協会事業運営を総務部、競技部(審判含む）指導

部の3つの専門部に分け大会運営等のレベルアップ

を図り協会員の要望に応える。

西尾市バドミントン協会ジュニアクラブ(西尾ジュ

ニア)を開設､毎週木､日曜日に開催し本格的にジュ

ニア育成事業を開始する。

平成15年度

レデイースオープン大会を新設し主に西三河地

区より参加者を集い第1回大会を開催する。

平成22年度

西尾市バドミントン協会のホームページを開設

広く情報を展開、協会の効率化を図る。

平成24年度

西尾ジュニア出身の新玉美郷(NTT東日本）が

ナショナルチーム入りを果たす。世界で活躍でき

るプレーヤーへ期待される。

平成30年度

第35回全日本シニアバドミントン選手権大会を

西尾市で開催。

5．活動状況(事業計画）

①混合複大会 （4月）

②新人戦単、複 （6，9月）

③レディース大会 （7月）

④協会長杯大会 （7月）

⑤市民体育大会 （9月）

⑥団体リーグ戦前期大会 (10， 11月）

⑦レディースオープン大会 (12月）

⑧シングルス選手権大会 （2月）

⑨団体リーグ戦後期大会 （3月）

⑩ジュニアバドミントンクラブ開催 120回／年

⑪技術講習会、審判講習会 （2， 3月）
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■日進市バドミントン連盟

1 ．沿革

昭和56年4月に日進市バドミントン連盟が発足

し、初代会長に永井氏が就任した。その後、平成8

年に岩田氏が引き継ぎ、更に平成23年に会長に萩

野氏が就任して現在に至っている。

2．活動内容

昭和56年9月に第1回日進市バドミントン大会を

開催し、その後途切れることなく春季及び秋季大

会を継続して開催している。平成8年度より日進

オープン大会を、また平成13年度より日進レディー

ス大会を開催することとなり、現在では年4回の大

会を開催している。

また、平成9年度より市民教室、平成12年度より

ジュニア教室を定期的に開催し、 日進市のスロー

ガン｢市民一人lスポーツ」を目標に、愛好者の増

加拡大を図りながら普及と技術の向上に積極的に

取り組んできた。

その結果、愛好者が年々増加し、現在では日進

バドミントンクラブ、 日進レディース連盟、 日進

ジュニアバドミントンクラブが中心となって約200

名程が熱心に活動している。特にジュニアの育成

指導は副会長の濱嶋氏が指揮を執り、年々選手の

実力も向上してきている。平成30年度には東海大

会、全国大会へ出場できるまでに成長してきた。

今後もバドミントン競技愛好者の増加とレベル

アップ・に力を入れるとともに、大会を充実させ、

生涯スポーツとしてジュニアからシニアまでのllig

広ぃ層が健康で楽しく続けられることを願い、活

動を継続していきたい。

3．年間行事

5月 にっしんスポーツ大会

6月市民バドミントン教室

9月 ジュニアバドミントン教室

秋季バドミントン大会

11月日進レディース大会

1月 日進オープン大会

2月 インドアスポーツ体験会

4．役員名簿(平成30年度）

顧問 竹内勇 岩田

会長 萩野百合子

副会長 丹羽康博 濱l1!g

会計 戸田礼子

広報 生田珠代

会計監査西川勝治

常任委員本木孝 水野

『’

-1を二I
〆〆･つ

宏二郎

こずえ

玲子

博司

田立昌人 浅井

川口文恵 伊藤

一一

日進レディース連照

創立6()周年記念大会開会式(平成25年） H進ジュニアクラブ合宿
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■半田市バドミントン協会

1 ．創設と沿革

半田市のバドミントン大会は昭和35年度に成岩

中学校で始まI) 、秦IIH信先生をはじめ、中学校教

員が中心となって運営が行われ、 1年に1回大会が

開催された。当初は一般の中に中学生が混じI)試

合が行われていた。

その後半|Ⅱ'lj教育委員会主催のバドミントン教

室が青年の家体育館で開催され、昭和47年度にバ

ドミントン愛好者の有志が集まl') 、部員20名ほとﾐ

で半田バドミントンクラブが誕生した。同クラブ

が中心となって半l ll市体育大会、バドミントン教

室を運営するようにな｛) 、昭和55年度に半田市バ

ドミントン協会を設立し、昭和57年度には半田市

体育協会に加盟した。

大会の種'二1は昭和35年度から38年度までは個人

戦シングルスのみであったが、昭和39年度からは

4人1組の|寸|休戦(2S･ lD)、昭和59年度からは5人

1組の団体戦(1S･2D)に変更された。現在は男

子は5人1組の団体戦、女子は6人1組の団体戦(3D)
で大会を行っている。

ンを通じて子供の体力の増進、スポーツ精神のか

ん養を図っている。

平成28年度に行われたリオデジャネイロ五輪の

女子ダブルスで高橋礼華選手・松友美佐紀選手が

日本初の金メダルを獲得し、女子シングルスで奥

原希望選手が銅メダルを獲得したが、 このことも

あって半田市ではバドミントンブームが起きてい

る。小中学校体育館で多くのチームが練習し、活

動を広げている。今後もバドミントンがより多く

の人、子供に親しまれるようにバドミントン競技

の楽しさ、面白さを広めていきたい。

2．主な年間行事

4月春季半田市近郊大会(中学生）

6月半田市民体育大会(中学生）

7月半田市夏季レデイース大会(一般）

8月半田市近郊大会(高校生）

9月半田市体育大会(中学生）

12月冬季半田市近郊大会

1月半田市ジュニア大会(中学生）

1月半田市体育大会(一般）

2月半田市春季レデイース大会(一般）

3月 中学校対抗大会

3月半田市小学生大会

I

3．半田市バドミントン協会役員

会長 榊原不二夫

副会長 近藤祥夫

理事長 榊原由紀子

理事 杉幸憲 竹内基貴

岩橋雅雄 沢田隆文

板木智恵 間瀬孝子

監事 榊原幸保

第70回半l ll '1]体育大会(平成29年）

半I III Ij体育協会加盟後は、半田Ih民体育大会、

半|1II1j体育大会を開催･昭和61年度に春季大会・

夏季大会の開催を〃| |え、 ll召和62年度には家庭婦人

大会(現レデイース） を開催することができた。現

在は小学''2、 ！ | !学'liの大会を開催し、バドミント
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歴 代役員
愛知県バドミントン協会役員名簿

名誉会長

会長

事長召和47年2．3月は長谷川参三副会長が会長代行

会長

副理事長

問

常務理事

参与
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2 目崎久男 平成元年4月～平成15年3月

3 小澤靖彦 平成15年4月～平成19年3月

4 田中章喜 平成15年4月～平成19年3月
5 佐藤泰理 平成15年4月～平成24年2月

6 細野節子 平成15年4月～平成19年3月

7 伊藤雅昭 平成15年4月～平成21年3月

8 尾関敏教 平成17年4月～平成25年1月

9 山本卓男 平成21年4月～平成25年3月

10 鈴木正一 平成21年4月～平成23年3月

11 恵木康行 平成21年4月～平成23年3月

12 平岩友憲 平成23年4月 ～

13 清水光夫 平成25年4月～平成31年3月

14 下込貞司 平成25年4月 ～

15 池田藤代 平成25年4月～平成28年6月

No. 氏名 就任期間

1 後藤押二 昭和35年4月～昭和38年3月

2 後藤 淳 平成21年4月～平成30年6月

No. 氏名 就任期間

1 『¥井節郎 昭和23年2月～昭和29年3月

2 多武良哲三 昭和29年4月～昭和35年3月

3 頭富克美 昭和35年4月～昭和38年3月

4 後藤紳二 昭和38年4月～昭和47年1月

5 後藤 淳 昭和47年4月～平成21年3月

6 末岡煕章 平成21年4月 ～

N瓜 氏名 就任期間

1 水谷国広 昭和23年2月～昭和24年3月

2 長谷川参三 昭和24年4月～昭和35年3月

3 渡邉成雄 昭和35年4月～昭和58年3月

4 伊藤鑛一 昭和58年4月～平成7年3月

5 上原信彦 平成7年4月～平成21年3月

6 山田順一郎 平成21年4月 ～

Nq 氏名 就任期間

1 清水講一 昭和23年4月～昭和24年3月

2 秋月 一孝 昭和24年4月～昭和25年3月

昭和35年4月～昭和42年3月

3 斉藤住吉 昭和25年4月～昭和26年3月

4 長谷川参三 昭和35年4月～昭和58年3月

5 吉岡紹直 昭和48年4月～昭和58年3月

6 安部栄一郎 昭和58年4月～昭和60年3月

7 渡邊成雄 昭和58年4月～平成23年12月

8 野口 勇 昭和62年4月～平成15年3月

9 青山敏郎 昭和62年4月～平成15年3月

10 伊藤鑛一 平成7年4月～平成20年12月

11 油井秀男 平成13年4月～平成25年3月

12 上原信彦 平成21年4月 ～

13 清水善勝 平成23年4月 ～

14 大野敏子 平成23年4月～平成31年3月

15 山本卓男 平成25年4月 ～

16 堀尾恵美子 平成31年4月 ～

Na 氏名 就任期間

1 野口 勇 昭和48年4月～昭和62年3月

2 伊藤鑛一 昭和48年4月～昭和58年3月

3 青山敏郎 昭和56年4月～昭和62年3月

4 油井秀男 昭和58年4月～平成13年3月

5 田中章喜 昭和58年4月～昭和59年3月

6 上原信彦 昭和62年4月～平成7年3月

7 山田順一郎 昭和62年4月～平成21年3月

8 伊藤一夫 平成7年4月 ～

9 山本卓男 平成13年4月～平成19年3月

10 佐藤荘二 平成15年4月 ～

11 朝倉康善 平成19年4月 ～

12 井上 龍 平成21年4月 ～

13 渡邊伸也 平成29年4月 ～No. 氏名 就任期間

1 青井節郎 昭和37年4月～昭和50年3月

昭和52年4月～昭和56年3月

2 近藤富之丞 昭和37年4月～昭和50年3月

昭和52年4月～昭和58年3月

3 重富克美 昭和38年4月～昭和50年3月

昭和52年4月～昭和62年3月

4 秋月 一孝 昭和42年4月～昭和50年3月

5 榎本彦次 昭和52年4月～昭和58年3月

6 長谷川参三 昭和58年4月～昭和58年12月

7 吉岡紹直 昭和58年4月～昭和62年3月

8 野口 舅 平成15年4月～平成15年8月

9 青山敏郎 平成15年4月～平成23年4月

10 目崎久男 平成15年4月～平成17年3月

11 後藤 守 平成15年4月～平成27年3月

12 井沢 宏 平成15年4月～平成23年4月

13 加藤二郎 平成15年4月～平成18年2月

14 小澤靖彦 平成19年4月 ～

15 田中章喜 平成19年4月～平成25年3月

16 細野節子 平成19年4月～平成31年3月

17

18

鈴木正一

恵木康行

平成23年4月 ～

平成23年4月 ～

19

20

Na 氏名 就任期間

1 加藤三郎 昭和46年4月～昭和58年3月

2 後藤 守 昭和46年4月～昭和60年3月

3 野口 勇 昭和46年4月～昭和48年3月

4 青山敏郎 昭和46年4月～昭和56年3月

5 伊藤鑛一 昭和46年4月～昭和48年3月

6 田中章喜 昭和46年4月～昭和58年3月

昭和59年4月～平成9年3月

7 上原信彦 昭和46年4月～昭和62年3月

8 中野正紀 昭和46年4月～平成7年3月

9 尾関敏教 昭和46年4月～昭和54年3月

10 小林洋栄 昭和46年4月～昭和47年3月

11 野口 譲 昭和46年4月～昭和48年3月

12 大場直美 昭和47年4月～昭和56年3月

13 油井秀男 昭和48年4月～昭和58年3月

14 多賀純一 昭和48年4月～平成3年3月

15 岡本哲男 昭和48年4月～昭和50年3月

16 鈴木勝美 昭和48年4月～昭和58年3月

昭和60年4月～平成13年3月

17 飯村順一 昭和48年4月～平成19年3月

18 服部敏雄 昭和50年4月～昭和52年3月

19 鈴木 勇 昭和50年4月～平成元年3月

20 伊藤雅昭 昭和50年4月～平成元年3月

No. 氏名 就任期間
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伽 氏名 就任期間
25 伊澤忠男 昭和52年4月～昭和60年3月

26 中村高久 昭和52年4月～平成元年3月

27 山田順一郎 昭和54年4月～昭和62年3月

28 平岩友憲 昭和54年4月～平成3年3月

29 武田正雄 昭和54年4月～平成27年3月

30 竹下輝雄 昭和54年4月～昭和58年3月

31 秦 信昭 昭和60年4月～平成5年3月

32 山本卓男 昭和62年4月～平成13年3月

33 伊藤一夫 昭和62年4月～平成7年3月

34 松島 保 平成元年4月～平成11年3月

35 細野節子 平成元年4月～平成13年3月

36 休藤井二 平成3年4月～平成15年3月

37 児玉康雄 平成3年4月～平成5年3月

38 原 賢一 平成3年4月 ～

39 樋口寿男 平成5年4月～平成7年3月

40 清水光夫 平成5年4月～平成9年3月

41 大谷 勇 平成7年4月～平成9年3月

42 下込貞司 平成9年4月～平成19年3月

43 鈴木正一 平成9年4月～平成21年3月

44 大野敏子 平成9年4月～平成17年3月

45 杉浦雅紀 平成9年4月～平成10年3月

46 中澤 誠 平成10年4月～平成11年3月

47 井上 龍 平成1l年4月～平成21年3月

48 森 勝博 平成11年4月～平成12年3月

49 小西一成 平成12年4月～平成13年3月

50 朝倉康善 平成13年4月～平成19年3月

51 山田 薫 平成13年4月 ～

52 竹内裕志 平成13年4月～平成14年3月

53 柳澤勝徳 平成14年4月～平成15年3月

54 尾関 靖 平成15年4月～平成27年3月

55 宮下竜也 平成15年4月～平成16年3月

56 小林寛治 平成16年4月～平成17年3月

57 峰登志郎 平成17年4月 ～

58 太田礼子 平成17年4月～平成21年3月

59 田中弥寿晴 平成17年4月～平成18年3月

60 南部卓哉 平成18年4月～平成19年3月

61 天野良彦 平成19年4月～平成21年3月

62 橋村義春 平成19年4月～平成27年3月

63 森 大介 平成19年4月～平成27年3月

64 高橋久登 平成19年4月～平成27年3月

65 鈴木敏夫 平成19年4月～平成23年3月

66 浅井真司 平成19年4月～平成21年3月

67 野々山雄介 平成19年4月～平成20年3月

68 川口 慶 平成20年4月～平成22年3月

69 渡邉伸也 平成21年4月～平成29年3月

70 堀尾恵美子 平成21年4月～平成31年3月

71 坂野和久 平成21年4月～平成23年3月

72 永井与志夫 平成21年4月 ～

73 島田康則 平成22年4月～平成23年3月

74 浅井 淳 平成23年4月 ～

76 向坂健二 平成23年4月 ～

77 久野雅之 平成23年4月～平成24年3月

78 原口和正 平成23年4月～平成29年3月

79 戸田慧人 平成24年4月～平成25年3月

80 荒木慎也 平成25年4月～平成26年3月

81 寺島康平 平成26年4月～平成27年3月

82 岩田 崇 平成27年4月 ～

83 馬場直樹 平成27年4月 ～

84 日詰彰則 平成27年4月 ～

85 米田優樹 平成27年4月～平成28年3月

86 貫代雄也 平成28年4月～平成29年3月

87 高桑敏郎 平成29年4月 ～

88 ､F出文江 平成29年4月 ～

Nu 氏名 就任期間

94 藤巻裕昌 平成31年4月 ～

95 中山雄斗 平成31年4月 ～

Na 氏名 就任期間

1 八木菊部 昭和23年2月

2 中村芳博 昭和23年2月

3 神谷歌二 昭和23年2月

4 下谷秀雄 昭和23年2月

5 立松 進 昭和23年2月

6 山内三秋 昭和23年2月

7 中野年弘 昭和23年2月

8 奥田弘典 昭和23年2月

9 金森幸子 昭和23年2月

10 水野啓造 昭和23年2月

11

12

水野 弘

山城智徳

昭和23年2月

昭和35年4月～昭和39年3月

13 野口 勇 昭和35年4ﾉ)～昭和46年3月

14 青山敏郎 昭和35年4月～昭和46年3月

15 伊藤鑛一 昭和35年4月～昭和46年3月

16

17

永田堯澄

渡辺 情

昭和35年4月～昭和44年3月

昭和35年4月～昭和.14年3月

18 水谷国広 昭和35句 4月～昭和42年3月

19 梁瀬久太郎 昭和35年4月～昭和42年3月

20 都筑金助 昭和35年4月～昭和48年3月

21 山本英夫 昭和35年4月～昭和42年3月

22 目崎久男 昭和35年4月～昭和50年3月

23 服部興治 昭和35年4月～昭和40年3月

昭和42年4月～昭和48年3月

昭和50年4月～昭和52年3月

24 矢藤紀之 昭和35年4月～昭和36年3月

昭和38年4月～昭和39年3月

25 二杁幸夫 昭和35年4月～昭和38年3月

26 津坂明彦 昭和35年4月～昭和38年3月

27 岩堀 武 昭和35年4月～昭和36年3月

28 笠井康助 昭和35年4月～昭和37年3月

29 ノj､澤一郎 昭和35年4月～昭和37年3月

30 松岡広康 昭和35年4月～昭和37年3月

31 加納利彦 昭和35年4月～昭和37年3月

32 小澤靖彦 昭和35年4月～昭和42年3月

33 水野金弘 昭和37年4月～昭和39年3月

34 土屋 宏 昭和37年4月～昭和39年3月

35 伊藤芳樹 昭和37年4月～昭和40年3月

36 丹羽勝司 昭和38年4月～昭和40年3月

37 北田寛一 昭和38年4月～昭和44年3月

昭和50年4月～昭和52年3月

38 山崎一郎 昭和38年4月～昭和40年3月

39 入谷誠也 昭和38年4月～昭和40年3月

40

41

小森晟二

鈴木 勇

昭和38年4月～昭和42年3月

昭和38年4月～昭和50年3月

平成元年4月～平成3年3月

42 清水重秋 昭和39年4月～昭和40年3月

43 後藤 守 昭和39年4月～昭和46年3月

44 近藤健二 昭和39年4月～昭和42年3月

45 大脇宏一郎 昭和39年4月～昭和42年3月

46 浅井英雄 昭和39年4月～昭和42年3月

47

48

49

加藤三郎

田中章喜

上原信彦

昭和40年4月～昭和46年3月

昭和58年4月～昭和60年3月

昭和40年4月～昭和46年3月

昭和40年4月～昭和46年3月

50 立松健市 昭和40年4月～昭和48年3月

51

52

53

54

55

56

丹羽忠司

勝野 宏

鈴木英_二

稲熊文隆

栗田 通

安達秦勇

57 吉田恵之
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西尾雅美 昭和56年4月～昭和58年3月

櫛田康仁 昭和56年4月～昭和58年3月

祖又江茂雄 昭和56年4月～昭和58年3月

本田道明 昭和56年4月～昭和58年3月

佐藤荘二 昭和58年4月～丁戊3年3月
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Na 氏名 就任期間

58 竹田 守 昭和40年4月～昭和42年3月

59 士井孝夫 昭和40年4月～昭和42年3月

昭和46年4月～昭和48年3月

60

61

大竹 武

捲明

昭和40年4月～昭和42年3月

昭和40年4月～昭和42年3月

62 丹羽蒐則 昭和40年4月～昭和42年3月

63 西野淳造 昭和42年4月～昭和45年3月

64 伊藤昭両I 昭和42年4月～昭和46年3月

65 服部
一一つ

彰 昭和42年4月～昭和44年3月

66 新美宜伸 昭和42年4月～昭和44年3月

67 小出業之 昭和42年4月～昭和44年3月

68 佐藤雅彦 昭和42年4月～昭和44年3月

69 安棟 ｛占雄 昭和42年4月～昭和44年3月

70 加納和男 昭和42年4月～昭和44年3月

71 早川松弘 昭和42年4月～昭和44年3月

72 岡野 魏 昭和42年4月～昭和44年3月

73 中野旺紀 昭和44年4月～昭和46年3月

､|え成7年4月～平成17年3月

74 尾関敏教 昭和44年4月～昭和46年3月

昭和54年4月～昭和56年3月

75 各務通則 昭和44年4月～昭和58年3月

76 油井秀男 昭和44年4月～昭和48年3月

77 多賀純一 昭和44年4月～昭和48年3月

78 小笠原桂市 昭和44年4月～昭和46年3月

79 鬼頭英一 昭和44年4月～昭和46年3月

80 TIII 真澄 昭和44年4月～昭和46年3月

81 今中輝夫 昭和44年4月～昭和46年3月

82 横田知立 昭和44年4月～昭和46年3月

83 大村真両} 昭和44年4月～昭和46年3月

84 岡垣戸章 昭和44年4月～昭和46年3月

85 水野将 市 昭和46年4月～昭和50年3月

86 清水善勝 昭和46年4月～昭和50年3月

87 岡本哲男 昭和46年4月～昭和48年3月

88 中村高久 昭和46年4月～昭和52年3月

､12成元年4月～平成3年3月

89 =三浦達夫 昭和46年4月～昭和48年3月

90 篠田忠明 昭和46年4月～昭和50年3月

91 鈴木勝美 昭和46年4月～昭和48年3月

昭和58年4月～昭和60年3月

92 亀井 男 昭和46年4月～平成元年3月

93 中溝 誠 昭和46年4月～昭和56年3月

94 荻原 岡l1 昭和46年4月～昭和48年3月

95 松本安司 昭和46年4月～昭和48年3月

96 山口武満 昭和46年4月～昭和50年3月

97 飯村順一。 昭和46年4月～昭和48年3月

平成19年4月～平成27年3月
98 鈴木孝昌 昭和46年4月～昭和50年3月

99

100

井澤 宏

居波厚
｜
●

.＝‐

昭和46年4月～昭和50年3月

昭和60年4月～平成3年3月

昭和47年4月～昭和50年3月

101 堀江 均 昭和47年4月～昭和50年3月

102 蟹江利治 昭和47年4月～昭和50年3月

103

104

伊藤雅昭

遠藤長生

昭和48年4月～昭和50年3月

平成元年4月～平成5年3月

昭和48年4月～昭和50年3月

105 田辺久人 昭和48年4月～昭和50年3月

106

107

108

109

110

111

112

113

114
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伽 氏名 就任期間

176 佐藤 靖 平成3年4月～平成5年3月

177 曽羽一博 平成3年4月～平成5年3月

178 樋口寿雄 平成4年4月～平成6年3月

179 大野敏子 平成5年4月～平成9年3月

180 澤田正夫 平成5年4月～平成9年3月

平成21年4月～平成27年3月

181 安藤健次 平成5年4月～平成11年3月

182 根塚浩壮 平成5年4月～平成7年3月

183 井上 龍 平成5年4月～平成11年3月

184 大谷 勇 平成6年4月～平成7年3月

185 下込貞司 平成7年4月～平成9年3月

186 朝倉康善 平成7年4月～平成13年3月

187 天埜良彦 平成7年4月～平成11年3月

188 石川憲市 平成7年4月～平成15年3月

189 杉本雅人 平成7年4月～平成9年3月

190 水谷 淳 平成9年4月～平成11年3月

191 恵木康行 平成9年4月～平成21年3月

192 田立昌人 平成9年4月～平成19年3月

193 中澤 誠 平成9年4月～平成10年3月

194 森 勝博 平成10年4月～平成11年3月

195 伊藤正昭 平成l1年4月～平成15年3月

196 青山忠雄 平成11年4月～平成21年3月

197 高橋久登 平成11年4月～平成19年3月

198 尾関 靖 平成11年4月～平成15年3月

平成27年4月～

199 鈴木敏夫 平成11年4月～平成13年3月

200 大川利哉 平成11年4月～平成15年3月

201 太田礼子 平成11年4月～平成17年3月

202 小西一成 平成11年4月～平成12年3月

203 竹内裕志 平成12年4月～平成13年3月

204 菅井 孝 平成13年4月～平成25年3月

205 峰登志郎 平成13年4月～平成17年3月

206 塩澤源市 平成13年4月～平成21年3月

207 尾崎すなほ 平成13年4月～平成17年3月

208 田中隆一 平成13年4月～平成21年3月

209 横田徹也 平成13年4月～平成15年3月

210 柳澤勝徳 平成13年4月～平成14年3月

211 宮下竜也 平成14年4月～平成15年3月

212 天野良彦 平成15年4月～平成19年3月

213 川合勇治 平成15年4月～平成21年3月
214 田島良祐 平成15年4月～平成23年3月
215 中井健太郎 平成15年4月～平成17年3月
216 浅井真司 平成15年4月～平成19年3月
217 小林寛治 平成15年4月～平成16年3月
218 田中弥寿晴 平成16年4月～平成17年3月
219 堀尾恵美子 平成17年4月～平成21年3月
220 清水智行 平成17年4月～平成27年3月
221 橋村義春 平成17年4月～平成19年3月

平成27年4月～

222 間瀬孝子 平成17年4月～平成19年3月

223 南部卓哉 平成17年4月～平成18年3月

224 吉田 努 平成19年4月～平成25年3月

225 磯野雄二 平成19年4月～平成25年3月

226 渡邉伸也 平成19年4月～平成21年3月

227 加藤かおり 平成19年4月～平成21年3月

228 向坂健二 平成19年4月～平成23年3月

229 松井信行 平成19年4月～平成23年3月

230 坂野和久 F成19年4月～平成21年3月

231 内田公明 F成21年4月 ～

232 青木伸也 F成21年4月～平成27年3月

233 塚崎良子 Iz成21年4月～平成23年3月

234 伊藤みゆき 平成21年4月 ～

235 杉山資
一今 平成21年4月 ～

Na 氏名 就任期間

241 米本訓和 平成23年4月～､{え成25年3月

242 山西智佳子 平成23年4月～､ド成25年3月

243 日詰彰則 平成23年.1月～､Iえ成27年3月

244 加古伸吾 平成23年4月～､F成27年3月

平成31年4月～

245 坂野和久 平成23年4月～､IZ成25年3月

246 瀧塚智仁 平成23年4月～､1z成29年3月

247 戸田慧人 平成23年4月～､F成24fI 3月

248 荒木慎也 平成24年4月～､F成25年3月

249 高桑敏郎 平成25年4月～､'2成29年3月

250 関 輔 平成25年4月 ～

251 瀧田 智 平成25年4月～､I 成27年3月

252 下谷 武 平成25年4月～､I' 成27 3月

253 平出文江 平成25年4月～､Iz成29fi 3月

254 柘植裕之 平成25年4月～､12成27年3月

255 盛田幸子 平成25年4月～､Iえ成31年3月

256 寺島康平 平成25年4月～平成26年3月

257 米田優樹 平成26年4月～平成27年3月

258 黒川祐介 平成27年4月～平成31年3月

259 小栗孝司 平成27年4月 ～

260 竹内圭佑 平成27年4月～平成29年3月

261 貫代雄也 平成27年4月～､Iz成28年3月

262 林 拓磨 平成28年4月～､Iz成29年3月

263 久原寿之 平成29年4月 ～

264 磯部美保 平成29年4月～平成31年3月

265 藤巻裕昌 平成29年4月 ～

266 野瀬泰弘 平成29年4月～平成31年3月

267 佐藤雅史 平成29年4月 ～

268 原口和正 平成29年4月～平成31年3月

269 中谷一貴 平成29年4月～平成30年3月

270 中山雄斗 平成30年4月～平成31年3月

271 樋口莉瑳希 平成31年4月 ～

272 小林 誠 平成31年4月 ～

273 高本俊哉 平成31年4月 ～

274 平岩喜美子 平成31年4月 ～

275 立松幹浩 平成31年4月 ～

276 市川 聡 平成31年4月 ～

277 大島健太 平成31年4月 ～

278 濱嶋宏二郎 平成31年4月 ～

No, 氏名 就任期間

1 深津 豊 昭和42年4月～昭和46年3月

2 小澤靖彦 昭和42年4月～平成13年3月

3 北田寛一 昭和46年4月～昭和50年3月

4 目崎久男 昭和50年4月～昭和62年3月

5 池田茂樹 昭和62年4月 ～

6 鈴木勝美 平成13年4月 ～
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年度 名誉会長 会長 副会長 顧問 参与 ﾖ長 副理事長 常務理事 理事 監事
S22 i#『井節郎 1 水谷国広
23 〃 1 〃

24 〃 1 長谷川参三
25 〃 1 〃

26 〃 〃

27 〃 〃

28 〃 〃

29 多武良哲三 〃

30 〃 〃

31 〃 〃

32 〃 〃

33 〃 〃

34 〃 〃

35 後藤岬_二 電爾克美 2 渡辺成雄 17

36 〃 〃 2 〃 21

37 〃 〃 2 2 〃 18

38 後藤評二 2 3 〃 22

39 〃 2 3 〃 23

40 〃 2 3 〃 33

41 〃 2 3 〃 33

42 〃 1 4 〃 30 2

43 〃 1 4 〃 30 2

44 〃 1 4 〃 29 2

45 〃 1 4 〃 29 2

46 〃 1 4 〃 11 26 2

47 後藤
、

￥V且 1 4 〃 11 30 2

48 〃 2 4 1 〃 2 13 16 2

49 〃 2 4 1 〃 2 13 19 2

50 〃 2 〃 2 18 22 2

51 〃 2 〃 2 18 22 2

52 〃 2 4 1 〃 2 20 25 2

53 〃 2 4 1 〃 2 20 25 2

54 〃 2 4 〃 2 23 29 2

55 〃 2 4 〃 2 23 29 2

56 〃 2 3 1 〃 3 21 25 2

57 〃 2 3 1 〃 3 21 25 2

58 〃 2 3 伊藤鑛一 4 15 18 2

59 〃 2 3 〃 3 15 18 2

60 〃 1 2 〃 3 15 14 2

61 〃 1 2 〃 3 15 14 2

62 〃 3 〃 3 15 13 2

63 〃 3 〃 3 15 13 2

H1 〃 3 1 〃 3 14 14 2

2 〃 3 1 〃 3 14 14 2

3 〃 3 1 〃 3 15 11 2

4 〃 3 1 〃 3 15 11 2

5 〃 3 1 〃 3 15 11 2

6 〃 3 1 〃 3 15 11 2

7 〃 4 1 上原信彦 3 13 14 2

8 〃 4 1 〃 3 13 14 2

9

10

〃

〃

4

4

1

1

〃

〃

3

3

14

14

15

15

2

2

11 〃 4 1 〃 3 14 16 2

12 〃 4 1 〃 3 14 16 2

13 〃 5 1 〃 3 13 19 2

1

5

5

6

6

3

3

5

5

4

4

4

4

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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〃

〃

〃

〃

〃

3
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4

4

13

13
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16
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16

16
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19
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2

4 〃 4 14 16 2

4 〃 4 14 16 2
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13

5

3

3

3

3

3

３
－
３

3



愛知県実業団バドミントン連盟役員名簿

名誉会長

会長

古'’一

事

与

事長

副理事長

常務理事

闇
鮴
凧

手 一一一一一

藤
島
佐
稲 1

平成17年4月～平成27年3月EEqh
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

平成21年4月～山11

－66－

Nq 氏名 就任鐸 間
16 竹下輝雄 昭和56年4月～昭和58年3月
17 渡辺幸男 平成元年4月 ～ F成3年3月
18 井上 龍 平成3年4月 ～ Iz成17年3月
19 岩田 崇 平成3年4月 ～ Iz成5年3月
20 澤田正夫 平成3年4月 ～ Iz成23年3月
21 曽我信重 平成7年4月 ～ Iz成13年3月
22 伊藤正昭 F成7年4月 ～ F成15年3月
23 朝倉康善 F成9年4月 ～ Iz成19年3月
24 早川満志 F成13年4月 ～ Iz成21年3月
25 峰登志郎 F成13年4月 ～ Iz成23年3月
26 天野良彦 F成15年4月 ～ Iz成21年3月
27 橋村義春 Iz成15年4月 ～ 平成21年3月
28 磯野雄二 F成17年4月 ～ F成23年3月
29 青山忠雄 F成19年4月 ～ Iz成21年3月
30 大湾喜芳 F成19年4月 ～ 平成23年3月
31 内田公明 Iz成21年4月 ～ Iz成23年3月

32 吉田 努 F成21年4月 ～ Iz成23年3月
33 青木伸也 F成21年4月 ～ F成23年3月
34 東澤悦雄 平成21年4月～平成23年3月

伽 氏名 就任期間
1 深灌 酋 豊 平成9年4月～平成19年5月
2 油井秀男 平成25年4月 ～

伽 氏名 就任期間
1 深津 豊 昭和56年4月～平成9年3月
2 速水正昭 平成9年4月～平成15年3月
3 油井秀男 平成15年4月～平成25年3月
4 山本卓男 平成25年4月 ～

No. 氏名 就任期間
1 速水正昭 昭和56年4月～平成9年3月
2 油井秀男 F成7年4月～平成15年3月
3 多賀純一 F成9年4月～平成15年3月
4 伊村 隆 F成13年4月～平成21年3月
5 鈴木勝美 F成15年4月～平成21年3月
6 上原信彦 F成17年4月～平成21年3月
7 武田正雄 F成21年4月 ～

8 山本卓男 平成21年4月～平成25年3月

Nq 氏名 就任期間
1 小野勝洋 昭和54年10月～昭和58年3月
2 小野修司 昭和54年10月～昭和58年3月

3 水野久雄 昭和54年10月～昭和58年3月
4 金森文雄 昭和54年10月～昭和58年3月

5 渡辺幸男 昭和54年10月～平成元年3月

平成3年4月～平成5年3月
6 井上良一 昭和54年10月～昭和58年3月
7 清水 尚 昭和54年10月～平成21年3月
8 平野博久 昭和54年10月～昭和58年3月
9 渡辺俊治 昭和54年10月～昭和60年3月
10 曽我信重 昭和54年10月～平成7年3月
11 山岡雄一 昭和56年4月～昭和60年3月
12 竹下輝雄 昭和58年4月～平成13年3月
13 西園英春 昭和58年4月～平成3年3月
14 鈴木欣老 昭和58年4月～平成21年3月
15 岩田 崇 昭和58年4月～昭和60年3月

平成元年4月～平成3年3月

平成9年4月～平成13年3月
平成15年4月～

16 澤田正夫 昭和60年4月 ～ Iz成3年3月
17 井上 龍 F成元年4月 ～ 平成3年3月
18 亀谷幸生 Iz成元年4月 ～ 平成3年3月
19 飯見隆治 平成3年4月 ～ 平成21年3月
20 日比野伸昭 F成3年4月 ～ 平成11年3月
21 吉川寿春 F成3年4月 ～ F成13年3月
22 朝倉康善 F成5年4月 ～ F成9年3月
23 伊藤正昭 平成5年4月 ～ F成7年3月
24 磯野雄二 1z成7年4月 ～ 平成17年3月
25 峰登志郎 F成7年4月 ～ 平成13年3月
26 早川満志 F成7年4月 ～ F成13年3月
27 天野良彦 F成9年4月～平成21年3月

平成23年4月～平成27年3月
F成29年4月～

28 青山忠雄 F成9年4月～平成19年3月
F成21年4月～

29 橋村義春 平成11年4月～平成15年3月
30 菅井 孝 F成13年4月～平成25年3月
31 吉田 努 F成13年4月～平成21年3月

F成23年4月～
32 岡川泰博 F成13年4月～平成17年3月
33 荒井和夫 平成13年4月～平成19年3月
34 米本訓和 平成13年4月 ～

35 橋村秀明 F成13年4月 ～ 平成23年3月
36 牧嶋隆光 F成13年4月 ～ Iz成15年3月
37 大湾喜芳 月

月
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年
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成
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一
一
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月
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年
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成
成
Ｆ
Ｆ

38 内田公明 F成15年4月～平成21年3月

F成23年4月～
39 青木伸也 平成19年4月～平成21年3月

F成23年4月～
40 東澤悦雄 月

月
３
３
年
年
１
５
２
２
成
成
平
平
一
へ
月
月
４
４
年
年
９
３
１
２
成
成
Ｆ
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41 吉長太郎
42 高桑敏郎

Na 氏 3 ヨ 就任期間
1

、.■■

だ§水I三昭 平成15年4月 ～

2 金；木勝美 平成21年4月 ～

3 上原信彦 平成21年4月 ～

伽 氏名 就任期間
1 多賀純一 平成3年4月～平成9年3月
2 早川満志 平成21年4月～平成23年3月
3 鈴木欣老 F成21年4月 ～

4 清水 尚 F成21年4月 ～

5 飯見隆治 F成21年4月 ～

6 佐藤泰理 F成23年4月～平成24年3月
7 松島 保 平成23年4月～平成25年3月
8 小川雄一郎 平成25年4月 ～

Nq 氏名 就任期間
1 油井秀男 昭和54年10月～平成7年3月
2 武田正雄 平成7年4月～平成21年3月
3 井上 龍 平成21年4月 ～

No. 氏名 就任期間
1 多賀純一 昭和54年10月～ F成3年3月
2 武田正雄 F成元年4月 ～ F成7年3月
3 鈴木勝美 F成3年4月 ～. F成15年3月
4 山本卓男 F成7年4月～ F成21年3月
5 松島 保 F成15年4月 ～ F成23年3月
6 井上 龍 F成17年4月～平成21年3月
7 朝倉康善 F成19年4月 ～

8 橋村義春 F成21年4月 ～

9 峰登志郎 平成23年4月 ～

伽． 氏名 就任期間
1 上原信彦 昭和54年10月～平成17年3月
2 伊藤雅昭 昭和54年10月～平成7年3月
3 堀 幸矩 昭和54年10月～平成7年3月
4 藤江 至 昭和54年10月～平成元年3月
5 井澤 宏 昭和54年10月～平成7年3月
6 武出正雄 昭和54年10月～平成元年3月
7 鈴木勝美 昭和54年10月～平成3年3月
8 中村高久 昭和54年10月～昭和58年3月
9 後藤 守 昭和54年10月～昭和60年3月
10 加藤 三郎 昭和54年10月～昭和58年3月
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Na 氏名 就任期間
57 酒井高則 平成27年4月～平成29年3月
58 榊原清勝 平成27年4月～平成31年3月
59 石井裕二 平成29年4月 ～

60 多田哲生 平成29年4月 ～

61 土屋幸紀 平成29年4月 ～

62 小林 誠 平成29年4月 ～

Na 氏名 就任期間
43 関 輔 ’ ､ド成21年4月 ～

44 瀧田 智 1 ､ド成21年4月～平成27年3月
45 上枝 仲 ､ド成21年4月 ～

46 下谷 武 平成21年4月 ～

47 森田英樹 ､F成23年4月 ～

48 森下貴人 ､|え成23年4月～平成25年3月
49 林 忠明 ､F成23年4月 ～

50 間瀬竜也 ､F成25年4月～平成27年3月
51 小川 優 ､Iz成25年4月 ～

52 小畠知也 ､12成25年4月 ～

53 岩永吉広 ､12成25年4月～平成27年3月
54 馬場直樹 ､12成27年4月 ～

55 坂上裕哉 ､|え成27年4月 ～

56 加藤千里 ､平成27年4月 ～

Na 氏名 鳶 ;任期間
1 大束祥順 昭和54年10月～平成7年3月
2 小川雄一郎 昭和54年10月～平成13年3月
3 平野博久 平成9年4月 ～

4 佐藤泰理 平成15年4月～平成23年3月
5 早川満志 平成23年4月 ～

年度 名誉会長 会長 副会長 顧問 参与 理事長 副理事長 常務理事 理事 監事

S54 油井秀男 1 11 13 2

55 〃 1 11 13 2

56 深津 豊 1 〃 1 16 11 2

57 〃 1 〃 1 16 11 2

58 〃 1 〃 1 12 9 2

59 〃 1 〃 1 12 9 2

60 〃 1 〃 1 11 7 2

61 〃 1 〃 1 11 7 2

62 〃 1 〃 1 11 7 2

63 〃 1 〃 1 11 7 2

H1 〃 1 〃 2 10 9 2

2 〃 1 〃 2 10 9 2

3 〃 1 1 〃 2 11 8 2

4 〃 1 1 〃 2 11 8 2

5 〃 1 1 〃 2 10 9 2

6 〃 1 1 〃 2 10 9 2

7 〃 2 1 武田正雄 2 8 10 I

8 〃 2 1 〃 2 8 10 1

9 深津 豊 速水正昭 2 〃 2 9 12 2

10 〃 〃 2 〃 2 9 12 2

11 〃 〃 2 〃 2 9 12 2

12 〃 〃 2 〃 2 9 12 2

13 〃 〃 3 〃 2 10 15 1

14 〃 〃 3 〃 2 10 15 1

15 〃 油井秀男 2 1 〃 2 9 14 2

16 〃 〃 2 1 〃 2 9 14 2

17 〃 〃 3 1 〃 3 8 13 2

18 〃 〃 3 1 〃 3 8 13 2

19 〃 〃 3 1 〃 4 9 12 2

20 〃 3 1 〃 4 9 12 2

21 〃 2 3 4 井上 龍 3 9 12 2

22 〃 2 3 4 〃 3 9 12 2

23 〃 2 3 5 〃 3 21 2

24 〃 2 3 4 〃 3 21 2

1

1

1

1

3

3

3

3

4

4

4

4

〃

〃

〃

〃

3

3

3

3

22

22

22

22

2

2

2

2

1 3 4 〃 3 25 2

1 3 4 〃 3 25 2



愛知県社会人ｸﾗプパドﾐﾝﾄﾝ連盟役員名簿

名誉会長

冬
云 長

長《云Ｉ古田

顧問

理事長

副理事長

常務理事

！
1
イ

L25｣ ､F成29年4月～ ’久原寿之 _ = 一 ﾛ ｰｰ ｰ ｰ一一一一 一一一一一一一一一－- F 画一一一一一 一一

１
９
－ －－－－一

－68－

No. 氏名 就任期間

1 伊藤一夫 昭和54年10月～昭和56年3月

2 森 大介 昭和54年10月～昭和56年3月

3 中口直人 昭和54年10月～昭和62年3月

4 平山忠利 昭和54年10月～平成25年3月

5 山本敏夫 昭和54年10月～昭和58年3月

6 菊地寿美 昭和54年10月～平成9年3月

7 山田 蕪 昭和54年10月～昭和62年3月

8 杉山恵美子 昭和54年10月～昭和56年3月

9 田村 誠 昭和54年10月～昭和56年3月

10 松影和夫 昭和56年4月～昭和58年3月

11 百々 聡 昭和56年4月～昭和58年3月

12 増田博康 昭和56年4月～昭和58年3月

13 中村伊佐夫 昭和56年4月～平成23年3月

14 鎌倉淑子 昭和56年4月～昭和58年3月

15 小関 伝 昭和56年4月～昭和58年3月

16 佐藤淑子 昭和58年4月 ～

17 竹重三八男 昭和58年4月～平成3年3月

18 江角康広 昭和58年4月～昭和60年3月

19 杉江 誠 昭和58年4月～昭和60年3月

20 栗田 邇 昭和60年4月～昭和62年3月

21 加藤貴敏 昭和60年4月～平成23年3月

22 毛利光一 昭和60年4月 ～

23 鷲見健司 昭和60年4月～昭和62年3月

24 武藤要介 昭和60年4月～平成3年3月

25 池田茂樹 昭和60年4月～平成元年3月

26 山内宣樹 昭和60年4月～平成5年3月

27 鈴木昌雄 昭和60年4月～昭和62年3月

28 原 賢一 昭和60年4月～平成元年3月

29 榊原不二夫 平成元年4月 ～

30 本城幹康 平成元年4月～平成5年3月

平成7年4月～

31 加藤千晴 平成元年4月～平成3年3月

32 松浦千晴 平成3年4月 ～平成7年3月

33 野中孝明 平成3年4月 ～平成9年3月

34 松岡 保 平成3年4月～平成15年3月

35 井上英人 平成3年4月～平成5年3月

36 高橋久登 平成3年4月～平成1l年3月

37 高田太郎 平成3年4月～平成5年3月

38 石田義則 平成5年4月～平成9年3月

39 中島好恵 平成5年4月～平成7年3月

40 久田吉孝 平成5年4月～平成31年3月

41 恵木清子 平成5年4月 ～､Iz成7年3月

42 鬼頭輝雄 平成7年4月～平成11年3月

43 鈴木明美 平成7年4月 ～

44 西尾昌実 平成7年4月～平成15年3月

45

46

横野公一

富田義彦

平成7年4月～平成29年3月

平成7年4月 ～

47 伊藤智子 平成7年4月～平成9年3月

48 中村和代 平成7年4月～平成13年3月

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

伽 氏名 就任期間

1 青山敏郎 平成23年4月～平成23年4月

伽 氏名 就任期間
1 安部栄一郎 昭和56年4月～昭和60年3月

2 青山敏郎 昭和62年4月～平成23年3月

3 清水善勝 平成23年4月 ～

Nu 氏名 就任期間
1 山田順一郎 平成17年4月 ～

2 伊藤一夫 平成17年4月 ～

3 清水善勝 平成21年4月～平成23年3月

伽 氏名 就任期間
1 水野啓造 昭和56年4月～平成15年3月
2 野口 勇 平成7年4月～平成15年8月

Na 氏名 就任期間
1 青山敏郎 昭和54年10月～昭和62年3月
2 清水善勝 昭和62年4月～平成21年3月
3 山田 蕪 平成21年4月 ～

伽 氏名 就任期間
1 清水善勝 昭和60年4月～昭和62年3月
2 山田順一郎 昭和60年4月～平成17年3月
3 伊藤一夫 昭和62年4月～平成17年3月
4 森 大介 平成15年4月～平成29年2月
5 山田 燕 平成15年4月～平成21年3月
6 武藤要介 平成21年4月 ～

7 渡邉伸也 平成29年4月 ～

Na 氏名 就任期間
1 清水善勝 昭和54年10月～昭和60年3月
2 山田順一郎 昭和54年10月～昭和60年3月
3 大場直美 昭和54年10月～昭和56年3月
4 山岡雄一 昭和54年10月～昭和56年3月
5 田村 誠 昭和56年4月～昭和60年3月
6 伊藤一夫 昭和56年4月～昭和62年3月
7 森 大介 昭和56年4月～平成15年3月
8 鈴木 勇 昭和58年4月～昭和60年3月
9 増田博康 昭和58年4月～平成13年3月

10 中口直人 昭和62年4月～平成7年3月

11 山田 蕪 昭和62年4月～平成15年3月

12 原 賢一 平成元年4月～平成7年3月

13 池田茂樹 平成元年4月 ～

14 武藤要介 平成3年4月～平成21年3月

15 天埜良彦 平成7年4月～平成13年3月

16 野中孝明 平成9年4月～平成19年3月

17 高橋久登 平成11年4月～平成27年3月

18 塩澤源市 ､1z成13年4月～平成21年3月

19 渡邉伸也 平成19年4月～平成29年3月

20 中村圭吾 ､Iz成21年4月 ～

21

22

23

24

浅井
､－

7早

I与木康人

州
－
４

藤
一
野

後
一
横

一
一
一

一
一
口

ル
ー
ル
一
昨
ヨ
排

４
－
４
－
４
－
４

》
呼
一
岬
蹄
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愛知県社会人クラブバドミントン連盟役員構成表

〃

〃

〃

十 ％
１
０
１
ｊ
ｌ
１
Ｉ
ｆ
ｂ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｊ
１
Ｉ
ｌ
１
ｊ
●
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
ｊ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
ｆ
ｌ
Ｉ
ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｈ
Ｉ
ｆ
Ｆ
ｌ
ｔ
ｆ
ｌ
ｌ
ｊ
１
１
唾
１
４
Ｊ
１
１
０
６
１
１
，
Ｉ
‐
１
１
１
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伽 氏名 就任期間

59

60

61

行水康人
ノl､鴫和が

後藤功'1ミ

’

1

十
1

－ －◆

I

１
－
１
１

成23年4月～平成27年3月

成23年4月～平成25年3月

成23年4月～平成27年3月

62 田中桂介 ｜ 、’
1
成23年4月～平成27年3月

63

64

久原存へえ ’ 、’
－－－－－一一一一一 一◆ .－

江崎祥代 ｜ 、I

戒27年4月～平成29年3月

成27年4月～平成29年3月

65 勝村寿男 ､I 成29年4月 ～

66 松浦麻即忠 ､I 成29年4月 ～

67 商本俊哉 ｜ ､|‘ 成29年4月 ～

68 資ノノ 雄太 ｜ 、I' 成29年.1月～

69

70

池上 ｛占之

中野硲生

１
－
１

、
｜
、

成29年.1月～

成31年4月 ～

71 篠原義久 ､I' 成31年4月 ～

72 野田智祐 ､ド成31年4月 ～

Na 氏名 就任期間

1 目崎久男 昭和54年10月～昭和56年3月

2 柴田郁男 昭和56年4月～平成元年3月

3 志知広康 昭和56年4月～昭和58年3月

4 栗田 邇 昭和58年4月～昭和60年3月

5 鈴木 勇 昭和60年4月～平成10年7月

6 勝村寿男 平成元年4月～平成29年3月

7 寺野哲也 平成11年4月～平成27年3月

8 野中孝明 平成27年4月 ～

9 野田登喜雄 平成29f
一
一
一 4月 ～

年度 名誉会長 会長 副会長 顧問 参与 理事長 副理事長 常務理事 理事 監事

S54 青山敏郎 4 9 1

55 〃 4 9 1

56 安部栄一郎 1 〃 5 11 2

57 〃 1 〃 5 11 2

58 〃 1 〃 7 9 2

59 〃 1 〃 7 9 2

60 1 〃 2 3 16 2

61 1 〃 2 3 16 2

62 青山敏郎 1 清水善勝 2 4 11 2

63 〃 1 〃 2 4 11 2

H1 〃 1 〃 2 6 12 2

2 〃 1 〃 2 6 12 2

3 〃 1 〃 2 7 15 2

4 〃 1 〃 2 7 15 2

5 〃 1 〃 2 7 15 2

6 〃 1 〃 2 7 15 2

7 〃 2 〃 2 6 20 2

8 〃 2 〃 2 6 20 2

9 〃 2 〃 2 7 17 2

10 〃 2 〃 2 7 17 2

11 〃 2 〃 2 8 15 2

12 〃 2 〃 2 8 15 2

13 〃 2 〃 2 7 14 2

14 〃 2 〃 2 7 14 2

15 〃 1 〃 4 5 14 2

16 〃 〃 4 5 14 2

17 〃 2 〃 2 5 14 2

18 〃 2 〃 2 5 14 2

19 〃 2 〃 2 5 14 2

20 〃 2 〃 2 5 14 2

21

22

〃

〃

3

3

山田 蕪

〃

2

2

4

4

14

14

2

2

23

24

青山敏郎 清水善勝
｜
″

2

2

〃

〃

2

2

4

4

17

17

2

2

25 〃 2 〃 2 4 15 2

26

27

28

29

30

2

2

2

2

〃

〃

〃

〃

2

2

2

2

4

6

6

7

15

13

13

15

2

2

2

2

〃 2 7 15 2



愛知県教職員バドミントン連盟役員名簿

名誉会長

会長

理事長

副理事長

常務理事

計
3月

3月

3月

3月

13月

3月

13月

3月 1

平成21年3月｜

田
藤
蕊
霊

Iz成27年 一
一
肚

月
４
’

４
｜
↓可z筬刃扉

－70－

Na 氏名 就任；月
王
ａ

27
■
。
■
■
■
■
毎蕊巻裕昌 平成29年4月 ～

28 公島貴胤 平成29年4月～平成31年3月
29 1左i羅雅史 平成29年4月 ～

30
一
仁
夛
、
Ｄ
Ｉ
Ｊ
ノ 尾孝司 平成29f三4月～

31 野1 I
d蘭泰弘 平成29f

一
一
一 4月～平成31年3月

32 柘！ 直裕之 平成29f
一
一
一 4月～平成31年3月

脳 氏 3 目 就 壬舞
1 田中 壱

一 量喜 平成15年4月～平成22年3月

蝿 氏名 就任期『罰
1 松永美成 平成3年4月～平成4＃ 字3月

2 田中章喜 平成6年4月～平成15年3月
3 清水光夫 平成15年4月～平成21年3月
4 下込貞司 平成21年4月～平成27年3月
5 佐藤韮

一
一

《
一
一 平成27年4月 ～

10. 氏名 就 壬；
韮
日

1 f矛澤忠男 昭和54年12月～昭和62年3ﾉ-l
2 f 』井 勇 昭和54年12月～昭和62年3月
3

4

5

ヌ <谷孝幸
1を谷川泰子

深井誠也

昭和54f

昭和54f

F成5f

=12月～昭和56年3月
三12月～昭和56年3月

可ﾛｰﾆｰ下筬7fF百月
－

6 Z <野俊彦 Iz成5f三4月～ IZ成7年3月
7 二島昌之 Iz成5f三4月～ 12成7年3月
8 下込貞司 Iz成5f

寺
一
一

戸
一
房 4月 ～ Iと成7年3ﾉ］

9

10

11

田立昌人

岩田英、 可
積光高5

司
幻
』

F成5f三4月～

Iz成5f三4月～

Iz成5f三4月～

12成9年3月
Wz筬－面三－百面一
F版－7¥京一訂丁一一

12 大川利哉 Iz成5年4月
Iz成15年4月

一
一

月
月
３
３
年
年

〔
ｊ
ｑ
）ｌ

成
成
ド
限

13 平岩友憲 F成7年4月 ～ Iを成9年3月
14 鈴木敏夫 F成7年4月 ～ Iz成11年3月
15 向坂健二 Iz成7年4月 ～ I乞成9年3月
16 近藤 豊 Iz成7年4月 ～ ド成11年3月
17 鈴木洋子 Iz成9年4月 ～ ド成1 1年3ﾉI
18 宮原裕信 Iz成9年4月

Iz成13年4月
一
一
F成1 1年3ﾉl
IZ成15年3ﾉI

19 浅す
《
◇ 真司 1z成9年4月 ～ ド成1 1年3月

20

21

に

に

．

．

』
ツ

C－

，、

今
も

敏，
専 平成9年4月 ～

1z成l1年4月 ～
Iえ成15年3月

乖筬画T序丁IT－
22 田中章裕 F成11年4月～

Iz成19年4月 ～
12成15年3月
平成27年3月

23 清水誠司 平成11年4月～
Iz成29年4月 ～

平成15年3月

F成31年3月
24 水野和弘 平成11年4月 ～ Iz成13年3月
25 森やよ↓ 、 Iz成l1年4月 ～ Iえ成13年3月
26 田島良祐 F成15年4月

平成21年4月
一
一
12成19年3月
ド成23年3月

27 川合勇治 Iz成15年4月 ～ Iz成19年3月
28 中井健太郎 平成15年4月 ～ |え成19f三3月
29 石川憲市 1z成15年4月 ～ 12成19f三3月
30 渡邊至道 '

一一

］ tl5f三4月～ F月 t21年3月
31 松島貴胤 Iz成l9f

一
一
一 4月 ～ 平成21年3月

32 夏目英二 F月 tl9f三4月～ F成23年3月
33 杉山貴一 平成19年4月 ～ Iz成27年3月
34 清ス<智行 F成21年4月 ～ Iz成23年3月
35 祖父江茂雄 1z成21年4月 ～ Iz成23年3月
36 松井伸行 月

月
４
４
年
年
１
５
２
２
成
成
Ｆ
Ｆ

一
一

月
月
３
３
年
年
３
７
２
２
成
成
Ｆ
Ｆ

37 野瀬泰弘 F成23年4月 ～ Iz成29年3月
38 日詰彰則 平成23年4月 ～ Iz成27年3月
39 坂野和久 F成23年4月 ～ F成25年3月
40

》
』石直裕之 F成25年4月 ～ 平成29年3月

41 ノ｣､」栗孝司 平成27年4月～平成29年3月
42 』公本禄生 F成27年4月 ～

43 屈井成爾 平成29年4月 ～

44
■
４
〃〕Ⅱ古伸吾 F成29f

一
一
一 4月～平成31年3月

45 』卯瀬雅仁 F成29生三4月～
46

二
『
ノｷ上元成 F成29年4月 ～

47

48

ギ 翔冒垣

反田香

五
口

里

F成29年4月～
…月~三三

49

50

大村悠介
森田麻里名

平成29年4月～

一軍筬弱扉~万頁貢こ~軍師~I~rF-訂丁一一一

Na 氏名 就 壬尭 濁
1 清水光夫 F成6f三4月～平成15f

一
一
一 3月

2 亀井 勇 F成9f三4月～平成11f
一
一
一 3月

3 下』入一 貞司 F成15f
一
一
一 4月～平成21f

一
一
一 3月

4 左j蘂荘二 F成21f
一
一
一 4月～平成27年3月

5 坂7寸順一 F成21f
一
一
一 4月～平成29年3月

6 鈴木敏夫 F成27f
一
一
一 4月 ～

7 尾関 靖 平成27f
一
一
一 4月 ～

Na 氏 3 3 潮｝任期間
1 清水う自夫 平成21年4月 ～

2 鈴木洋子 平成25年4月 ～

3 下込貞司 平成27年4月 ～

4 飯村順一 平成29年4月 ～

Na 氏名 就任I 間
1 田中章喜 昭和54年12月～平月 t6年3月
2 原 賢一 平成6年4月～

Na 記 3 ヨ 葡；仔 階
1 清水う自夫 F成5年4月～平月 t6年 3月
2 佐藤正E二 F成6年4月～平成21年3月
3 飯村順一 F成6年4月～平成21年3月
4 下込貞司 Iz成9年4月～平成15年3月
5 鈴木洋二

Ｐ
一 Iz成21年4月～平成25f三3月

6 鈴木敏ラ 是
－
１
一 Z成21年4月～平成27f三3月

7 尾関 靖
一
、
一 z成25年4月～平成27f三3月

8 向坂健二
｜
、
一

一
ノ
ー戎27年4月 ～

9 日詰彰貝l
｜
、
一 z成27年4月～

10 原口和正
一
、
一 z成27f

一
一
一 4月～平成29年3月

11 竹村圭佑
－
１
－ z成29f

一
一
一 4月 ～

Na 氏 ： 3 就 壬尭 間
1 平岩友憲 昭和54年12月～

平成9年4月 ～
F成7年3月
F成11年3月

2 杉浦順一 昭和54年12月～ F成5年3月
3 飯村順一 昭和54年12月～ F成6年3月
4 佐藤荘二 F成元を

一
一
一 4月 ～ 平成6年3月

5 』 目 賢一 F成元を
一
色
一 4月 ～ F成6年3月

6 に .野正紀 F成5f三4月～ F成7年3月
7 安I龍健次 F成5f

一
一
一 4月 ～ F成13年3月

8 下込貞司 Iz成7f
↓
一
一 4月 ～ F成9年3月

9 石川憲市 F成7f
一
一
一 4月 ～ F成15年3月

10 鈴木洋子 F成7年4月
F成13年4月

一
一
F成9年3月
F成21年3月

11 ス <谷
、－

7旱 it7f
一
一
一 4月 ～.

一
Ｊ
一 戎1lf三3月

12 加藤大壱 F成7f
一
一
↓ 4月 ～ z成9f三3月

13 田立昌人 平成9年4月 ～ z成15f三3月
14 向坂健二 平成9年4月～

F成23年4月 ～
月
月
３
３
年
年
５
７
１
２
成
成
Ｆ
Ｆ

15 大川利哉 F成11年4月 ～ F成15年3月
16 鈴木敏夫 F成11年4月 ～ Iz成21年3月
17 尾関 靖 F成11年4月～ Iz成25年3月
18 宮原裕

一

三雰

仏』 F成11年4月 ～ Iz成13年3月
19 横田徹 且 平成13年4月 ～ Iz成15年3月
20 田中隆

一

Iz成13年4月 ～ Iz成21年3月
Iz成15年4月 ～

Iz成21年4月 ～

月
月
４
４
年
年
３
９
２
２
成
成
ド
ド

一
一

F成27年4月 ～

No. 氏名 繭｝任.期
ヨ

1 に .野正紀 昭和54f g12月～昭和62年3月
2

3

各務通則
上島昌之

昭和54年12月～昭和58年3月

~軍筬－7扉司~同~天こ~示筬~ﾜ扉百同
平成15年4月～平成23年3月

一 =一一一一一

4 宮原 昭 平成7年4月 ～ F成11年3月
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会長

｜
’瑳二職碧三雛遙

池H1 藤

大野敏

堀尾恵美

副
合
云 長

池田藤代

大野敏j疹一

太l1l 礼j慶一

堀尼忠実f

顧問

事長

､12出

副理事長

l
l

事

‐
１
１
‐
１
１
１
，
０
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｐ
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｆ
Ｉ
Ⅱ
１
１
１
１
“
ｆ
ｌ
ｌ
Ｌ
！
■
１
１
１

′当木「

ﾉﾎ「

召ホロ5F

’昭和58年
－ －－ 一一一一一一一一

-71 -

Na 氏名 就任期間
20 小野沢公子 昭和58年4月～昭和60年3月

21 大橋潤子 昭和58年4月～昭和62年3月

22 池田藤代 昭和60年4月～平成元年3月

23 六野きい江 昭和60年4月～昭和62年3月

24 大森久仁子 昭和60年4月～平成7年3月
25 山口敏子 昭和62年4月～平成元年3月
26 田中登美子 昭和62年4月～平成9年3月

27 前田賞子 昭和62年4月～平成元年3月

28 飯田博子 昭和62年4月～平成元年3月

29 桜井京子 昭和62年4月～平成元年3月

30 野末弘子 昭和62年4月～平成元年3月

31 井上博子 平成元年4月～平成3年3月

32 青木初代 平成元年4月～平成11年3月
33 小武内笑子 平成元年4月～平成7年3月

34 岡島道子 平成元年4月～平成17年3月

35 石咲正子 平成元年4月～平成5年3月

36 戸田真澄 F成元年4月～平成5年3月

F成7年4月～平成17年3月
37 尾崎すなほ F成3年4月～平成17年3月

38 大脇なほみ F成5年4月～平成6年3月

39 細川紀子 F成5年4月～平成7年3月

40 田中陽子 平成5年4月～平成13年3月

41 堀尾恵美子 平成7年4月～平成13年3月

42 深見やす子 平成7年4月～平成11年3月

43 坂井祥子 平成7年4月～平成11年3月

44 太田礼子 平成9年4月～平成11年3月

45 塚崎良子 平成1l年4月～平成21年3月

46 亀谷康子 平成11年4月～平成13年3月

47 荻野百合子 平成11年4月～平成15年3月

48 平野とも子 平成13年4月～平成15年3月

49 森川慶子 平成13年4月～平成21年3月

50 間瀬孝子 平成15年4月～平成19年3月

51 伊藤みゆき 平成15年4月～平成19年3月

52 横山英子 平成17年4月～平成19年3月

53 平出文江 平成17年4月～平成25年3月

54 小山琴美 平成17年4月～平成23年3月

55 加藤かおり 平成17年4月～平成21年3月

56 加藤順子 平成17年4月～平成19年3月

57 津坂恭子 平成19年4月～平成27年3月

58 石原美由紀 平成19年4月～平成27年3月

59 飯島治子 平成19年4月～平成29年3月

60 村上啓子 平成21年4月～平成23年3月

61 山西智佳子 平成21年4月～平成23年3月

62 柿澤和美 平成23年4月 ～

63 磯部美保 平成23年4月 ～

64 若狭富子 平成23年4月～平成27年3月

65 林 昌子 平成25年4月 ～

66 松永悦子 平成25年4月～平成27年3月

67 板木智恵 平成25年4月～平成29年3月

68 藤田芳子 平成25年4月～平成27年3月

69 本田幸子 平成25年4月～平成27年3月

70 林田直美 平成27年4月～平成29年3月

71 宮地美和子 平成27年4月 ～

72 河井清美 平成27年4月 ～

73 小川千佐子 平成27年4月 ～

74 河原八重子 平成27年4月 ～

75 秋田裕美 平成27年4月 ～

76 平岩喜美子 平成29年4月 ～

Na 氏名 就任期間
1 長谷川参一 ミ 昭和58年4月～昭和58年12月

2 細野節f･ | 、雁成6年4月～平成13年3月
3

4

5

Na 氏名 就任期間
1

2

3

4

No. 氏名 就任期間
1

2

3

No. 氏名 就任期間

1

2

野中恵美子

細野節子

昭和54年10月～昭和55年3月

昭和55年4月～平成6年3月

3 大野敏子 ､F成6年4月～平成17年3月

4 太田礼孑． ､ド成17年4月～平成21年3月

5 堀尾恵美子 ｜ ，ド成21年』1月～平成29年3月
6

No. 氏名 就任期間
1 真野洋子 昭和54年10月～昭和55年3月

2 山内恭江 ’ 昭和55年4月～昭和58年3月

3 野中恵美子 ｜昭和58年4月～平成元年3月

4 池田藤代 ｜平成元年4月～平成6年3月
5 佐藤 婿 ’ Iz成元年4月～平成5年3月
6 大野敏子

－

０ ､'2成5年4月～平成6年3月

7 大脇なほみ 平成6年4月～平成7年3月

8 太田礼子 平成11年4月～平成17年3月

9 堀尾恵美子 平成13年4月～平成21年3月

10 塚崎良子 平成21年4月～平成23年3月

11 山西智佳子一 平成23年4月～平成25年3月

12 平出文江 平成25年4月～平成29年3月

13 伊藤みゆき 平成27年4月 ～

No. 氏名 就任期間
1 細野節子 昭和54年10月～昭和55年3月

2 水下玲子 昭和54年10月～昭和55年3月

3 山内恭江 昭和54年10月～昭和55年3月

4 斉藤美智子
１
１ 昭和54年10月～昭和62年3月

5 酒井千恵子 昭和54年10月～昭和60年3月

6 小県美恵子 昭和54年10月～昭和60年3月

7 佐藤千春 リ

’ 昭和54年10月～昭和58年3月

8

9

10

水野智子

大野敏子

野中恵美子

可
I

’
’

↓
’

昭和54年10月～昭和58年3月

昭和54年10月～昭和58年3月

､|え成兀年4月～平成5年3月

昭和55年4月～昭和58年3月 Na 氏名 就任期間

1 都竹篤子 昭和54年10月～昭和55年3月

2 大畑弘子 昭和54年10月～昭和55年3月

3 森 久子 昭和55年4月～昭和58年3月

4 茂生妙子 昭和55年4月～昭和58年3月

5 佐藤 靖 昭和58年4月～昭和60年3月

6 六野きい江 昭和58年4月～昭和60年3月

7 寺野順子 昭和60年4月～昭和62年3月

8 森 晃子 昭和60年4月～昭和62年3月

9 徳田美代子
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脱 氏名 就任期間

10 黒田早知子 昭和62年4月～平成元年3月

11 尾崎すなほ 平成元年4月～平成3年3月

12 飯田博子 平成元年4月～平成3年3月

13 田中ヒロミ 平成3年4月～平成5年3月

14 井上博子 平成3年4月～平成5年3月

15 戸田真澄 平成5年4月～平成7年3月

16 桜井京子 平成5年4月～平成7年3月

17 大脇なほみ 平成7年4月～平成9年3月

18 中橋アツ子 平成7年4月～平成9年3月

19 溝口嘉代子 平成9年4月～平成l1年3月

20 山口博子 平成9年4月～平成11年3月

21 深見やす子 平成11年4月～平成13年3月

22 青木初代 平成11年4月～平成13年3月

Na 氏名 就任期間
23 亀谷康子 平成13年4月～平成19年3月

24

25

田中陽子

間瀬孝子

平成13年4月～､F成19年3jl

平成19年4月～､ド成21年3月

26 横山英子 平成19年4月～平成21年3月

27 森川慶子 平成21年4月～平成23年3月

28 加藤かおり 平成21年4月～､F成23年3ﾉ1

29 小山琴美 平成23年4月～､ド成27年3月

30 村上啓子 平成23年4月～､Iz成27年3月

31 松永悦子 平成25年4月～､Iえ成29年3月

32 藤田芳子 平成25年4月～､1z成29年3月

33 飯島治子 平成29年4月 ～

34 板木智恵 平成29年4月 ～

年度 名誉会長 会長 副会長 顧問 参与 理事長 副理事長 常務理事 理事 監事

S54 野中恵美子 1 9 2

55 細野節子 1 11 2

56 〃 1 11 2

57 〃 1 11 2

58 長谷川参三 〃 1 10 2

59 〃 〃 1 10 2

60 〃 I 9 2

61 〃 1 9 2

62 〃 1 9 2

63 〃 1 9 2

H1 〃 2 9 2

2 〃 2 9 2

3 〃 2 9 2

4 〃 2 9 2

5 〃 2 9 2

6 細野節子 1 大野敏子 1 8 2

7 〃 1 〃 9 2

8 〃 1 〃 9 2

9 〃 1 〃 9 2

10 〃 1 〃 9 2

11 〃 1 〃 1 8 2

12 〃 1 〃 1 8 2

13 池田藤代 1 〃 2 7 2

14 〃 1 〃 2 7 2

15 〃 1 〃 2 7 2

16 〃 1 〃 2 7 2

17 〃 1 1 太田礼子 1 9 2

18 〃 1 1 〃 1 9 2

19 〃 1 1 〃 1 9 2

20 〃 1 1 〃 1
~

9 2

21 大野敏子 1 2 堀尾恵美子 1 8 2

22 〃 1 2 〃 1 8 2

23 〃 1 2 〃 1 9 2

24 〃 1 2 〃 1 9 2

25

26

〃

〃

1

1

2

3

〃

〃

1

1

－

13

13

２
－
２

27 〃 1 2 〃 2 11 2

28 〃 1 2 〃 2 11 2
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一
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一
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↑
ｊ
－
Ｉ

ｊ
－
ｊ
ｊ

一
一

〃
一

〃

１
１〃

〃
寸
１
Ｊ

－●一

〃

年 会長 委員長 副委員長
22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

－
１

1

1

1

◆ － 一一 一 一一一一
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’
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一
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↓
ｌ
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◆
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〃
1 1
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〃

－－．m~盃に矼亜〃

｜〃 〃〃

37

38

39

〃

〃

〃

〃幽苧弘_:杁幸夫

~満天遍萩｢震]f英雁
40

41

42

43

〃

〃

〃

〃

浅井英雄

－－－－－－ョ

in1介澁明

44

45

46 野口領 飯村||偵一
47 飯村IIE 居波厚_皇
48 吉岡紹直 居波厚一 服部敏男
49 〃 服部敏男

50 〃
１
１

51 〃 ’
1

52 〃 岩田英嗣|武藤要介
53 〃 〃

54 〃 武藤要介
55 〃 〃

56 〃 西尾雅美 本田道明
57 〃 深谷秀司 清水雅彦

58 〃 〃 〃

59 清水雅彦 柴田正和

60 柴田正和 吉田敬

61 吉田敬 鈴木敏之
62 野口勇 鈴木敏之 阪本敏弘
63 〃 阪本敏弘 山村幸一

H1 〃 山村幸一 石川隆志

2 〃 石川隆志 児玉康雄
3 〃 児玉康雄 曽羽一博
4 〃 曽羽一博 樋口寿男
5 〃 樋口寿男 根塚浩壮
6 〃 根塚浩壮 大谷勇
7 〃 大谷勇 杉本雅人
8 〃 〃 〃

9 〃 杉浦雅紀 中澤誠
10 〃 中澤誠 森勝博
11 〃 森勝博 小西一成
12 〃 小西一成 竹内裕志
13 〃 竹内裕志 柳沢勝徳
14 〃 柳沢勝徳 宮下竜也
15 〃 宮下竜也 小林寛治
16 小林寛治 田中弥寿晴
17 宮田和明 田中弥寿晴 南部卓哉
18 〃 南部卓哉 野々山雄介
19 〃 野々山雄介 福薗嵩
20 松田秀子 川口慶
21 〃 〃 島田康則
22 〃 島田康則 久野雅之
23

24

25

26

27

28

29 藤巻裕呂

30

年
度
部長

(部会長）

委員長

(部長）

庶務
(書記）

副委員長（副部長）

名古屋北 名古屋南 知多 尾張 西三河 東三河
23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34 永田堯澄
35 〃

36 〃

37 〃 伊藤芳樹
38 〃 〃

39 〃 〃

40 〃 勝野宏 勝野宏 田中章喜
41 〃 〃 〃 〃

42 〃 〃 〃 〃

43 田中章喜 水野桂市 中野正紀 各務通則 斎藤孝 鈴木秀樹 〃

44 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

45 〃 亀井勇 〃 〃 中溝誠 〃 〃

46 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

47 〃 〃 〃 〃 〃 内藤圭一 〃

48 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

49 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

50 〃 〃 〃 〃 〃 高山正勝 三浦治幸
51 〃 〃 〃 〃 〃 生島誠 〃

52 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

53 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

54 〃 〃 〃 〃 上島昌之 山田孝一 〃

55 〃 〃 〃 各務通則 平岩友憲 〃 〃 田中章喜
56 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

57 〃 〃 〃 〃 〃 〃 下込貞司 〃

58 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

59 小金潔 〃 〃 〃 〃 阪野素行 〃 〃 大河一夫
60 〃 〃 〃 〃 〃 石川憲市 〃 〃 〃

61 豊田昌弘 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

62 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

63 久保田公裕 〃 〃 〃 深井誠也 〃 〃 〃 〃

H1 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

2 伊藤晴英 〃 本道和正 〃 〃 〃 〃 〃 〃

3 〃 〃 〃 〃 〃 水野俊彦 〃 〃 田中章喜
4 藤掛元英 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

5 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

6 〃 〃 〃 〃 加藤孝志 〃 〃 〃 〃

7 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

8 寺部暁 下込貞司 鈴木敏夫 伊藤芳樹 〃 〃 〃 〃 中林博
9 村上脩一 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

10 〃 〃 〃 三宅育児 佐藤荘二 〃 〃 〃 夏目英二
11 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

12 〃 〃 〃 三階資己 〃 〃 〃 〃 〃

13 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

14 〃 〃 〃 渡邊和雄 〃 〃 〃 〃 〃

15 〃 〃 〃 田島良祐 〃 〃 〃 〃 〃

16 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

17 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 鈴木敏夫
18 岡田利彦 鈴木敏夫 渡避至道 〃 〃 〃 落合弘一郎 夏目英二 〃

19 村上雅之 〃 〃 〃 尾関靖 〃 杉山賢一 〃 〃

20 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 田中章裕
21 渡邊安祥 尾関靖 向坂健二 〃 清水智行 祖父江茂樹 〃 〃 〃

22 〃 〃 〃 日詰彰則 岩橋雅雄 〃 〃 野瀬泰弘 〃

23 〃 〃 〃 〃 〃 〃 小栗孝司 〃 〃

24

25

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

加古伸吾

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
－－

〃

26 久保芳孝 日詰彰則 〃 堀井成爾 〃 〃 〃 〃 〃

27 〃 〃 〃 〃 〃 岩橋雅雄 〃 〃 〃

28 岩間博 〃 松島貴胤 〃 〃 〃 〃 柳瀬雅仁 横田大
29

30












































































